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研 究 報 文 
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On the igneous activities in Kuzumaru and 
Toyosawa region, Iwate Prefecture. . 


早 川 #2 4% (Norihisa Hayakawa) 
Abstract: In the same way as in Kakkonda region, already reported, - 
in Kuzumaru and Toyosawa region dacite activities are observed as the 
first products of the igneous activities extruded out in the depression 
lake onthe ‘““Oshuku-Iwasawa Tectonic Line” which extend from north to | 
south along the eastern marginal-region of tha “Ou-Mountainland”. The 
dacite activities are divided in five stages having the time of repose 
between them. The products of every stages consist of lava, agglomerate, 
' agglomeratic-tuff, pumiceous-tuff and detritus, having a tendency of de-: ~ 
_ creasing their acidity as passing to later stage. In every time of ‘repose, - 
alternation of tuffaceous sandstone or sand and gravel are sedimented. 
Especially, in the time of repose between the fourth and fifth stags, 
some depression calderas of small scale are formed, in which sulphur 
deposits of peculiar tyhe are observed. 
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葛 丸 川 及 び 豊 沢川 は 北上 川 の 支流 で , 何れ る 奥羽 山地 に 源 を 発し , 前 者 
Mh CHERA BANE, 後者 は 略 南 東 流 し て 花巻 町 附近 で 夫 
北上 川 に 注い で いる 。 此 の 両 河 の 上 流 地方 即ち 割 沢 部 落 以 西 の 葛 丸川 下 
HEL HUI & LROBVU IE LICHOT, ABH OHO BO 
地域 り に 石英 容 山 岩 た 始ま る 火 成 活 動 の 見 られ る と と は 去る 昭和 23 “EE 
者 等 の 概 査 に よ つ て 和 制 明 し , 噴出 物 の 分 布 状態 か ら , 此 の 活動 が 奥羽 山地 
RARE BT 4 —RORBEMICH Oe KBIEMO—OC, Ara ABE 
動 の 先 騙 を な し た も ゃ の と 認め られ る と と は 既に 前 報 " に 於 て 述べ た 所 で あ 
Z. SHLOMO -K RITCHEY CHM ARE WAT Sc LEASH 7 
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ARMOR S & HB 36 GH 5 BBA 27 年 10 月 

1) 五 方 分 の 一 地形 図 , Ait. 768 Be BAB 
2) BBA : APRA LER ROMAHEEICEIT 0-6, AUR. S958, 
Boe, 昭 条 26 11 FA 
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OF, その 結果 を “WebMD CREF STE LL. . ney 
Pe CE Ian 16 ee RO 
3) DARPRARZEIC PSL CHL KELOCHSTCEKMLARE LY RAE 
与え られ た る 事 を 感謝 し , 併せ て 多く の 援助 を 与え られ た 県 当局 並び に 右 
BEN, 湯口 村 当 局 に 対し て 深謝 の 意 を 表す る 。 叉 種々 御 指 導 を 賜り , 本 
稿 を 御 校 病 下 さ つ た 鈴木 教授 並び に 御 生前 多大 の 御 指 導 と 有益 な る 基 姿 と 
を 賜 つ た を 改 八 木 次 男 薇 授 に 対し 豆 心 より 感謝 の 意 を 表す る 。 ~ - 
火 成 活 動 の 分 布 芳 園 と 地形 的 特徴 
淡 成 活動 に よる 嘱 出 物 及 び 話 岩 の 分 布 邊 囲 は 前 光 の 如く , 葛 丸 川 及 び 豊 ? 
川 の 上流 に 路 る 直径 約 6 粧 の 略 円 形 の 地域 で , HERBBZON, GEN, 石 
島谷 町 及び 岩手 郡 御 所 村 に 臣 り , 葛 丸 川 は ) Zone Be BO RPIC RTE 
L, 豊 沢川 は , その 西南 終 を 割 し て いる 。 rate 
本 地域 の 地形 的 特徴 と し て 第 一 に 注目 すべ き 事 は , 葛 丸 川上 流 が 高 さ の 
HESS Ly LER LICHEN COSC ECHS, MEBANOLMRABAW 
(海抜 713,2 米 ), 権現 森 (MEH 776 OK) FRO RAR (EBC 831,278), 高 埋 山 
(海抜 830 米 ), BRAS (海抜 892,3 米 ) を 連ね る 略 海抜 700 乃至 800 米 
前 後 の 東 側 の 開い た 権 円 弧状 の 和 線 を 以 て 割 さ れ , 此 の 位置 に , PRB 
称 川 演 周 に 噴出 口 を 持つ た 旧 火 口 を 想定 する と と が 出来 , 布 る 葛 和 丸川 が そ 
の 天 唱 瀬 に 相当 する も の と 考え を る と と が 出来 る 。 此 の 事 は 後述 する 如く 
閣 岩 及び 噴出 物 の 分 布 状態 か ら も 推定 され る と と で , 此 の 意味 か ら 本 火 成 
活動 を 葛 丸 火山 と 仮 笑 す る と と いす る 。 叉 此 の 秋 線 上 の 高 理 出 は 五 万 分 乏 
一 地形 図 に は 表現 され て は いな いい が, HAT SRL Tholoide Hw 
基山 地形 を 時 し , WAM OI KARICAL CALAICH SCL ERLT 
Wes 
CHU) GEER BN B 5 HL LUO FABRIC AC ISEB HSK LRA HE 

yet sue: CET SICHL, FA KW OM & HERE L te SAE HE 
DROME Te PERI: SLL ORC HOT LSEL SEX 生じ て 居る が 
SAL KWOALRICK Clk, WROM CHI LOSE PAM ONE, 
COMI ABMWO A RIC 4c, 場所 に た 依 て 沈下 量 を 異 に する 不 均 な 
傾動 の 行わ れ た 事 を 示し , 特に 南部 に 於 て 著 じ い 陥 波 が 行わ れ た を 事 が 考え 
られ る 。 佑 此 の 事 は 後述 する 如く 噴出 物 の 堆積 状態 か ら る 推定 され る 。 
更に 現 古 の 山頂 部 は 概ね 繧 慢 な 地形 を 旦 し , 特に 塚 瀬 椅 か ら 割 沢上 流 の 
地域 に 著しく , 処 々 に 低温 地 を 残し て いる 。 
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Tie Re sa ER を 以 て 接し , 2 OPEN AE 東側 に 和男 助 層 を 
_ 分 布 す る 。 

we tae ELC cc woe le » FBO kD RD y 
AN UHOF B= Fk TRBPORSUUE? に 相当 し , MABEL ELC 
AS Ba Sees eh ee 
Oo, 秋田 街道 ( 塞 石 より 生保 内 に 至る ) ICLERMS SHBHERh OM 
fe, MEPIS, 山 津 田 層 の 各層 3) と interfinger の 関係 に ある 。 と れ ら 
の 地層 を 秋田 油田 の 地 計 区 分 に 対比 すれ ば , FBG TI 

居 は 女川 艇 川 階 に 夫々 相当 する る の と 考 を られ る 。_ : 

殴 宿 岩沢 構 可 緑 は 本 地域 に 於 て は 略 北西 一 南東 の 走向 を 保ち , 5K 
の 略 中 央 部 下 庶 を 通過 し 鉛 温 泉 附 近 に 於 て 北 々 東 一 南 々 西方 向 に 転 ま る 東 
WAS IEBE CHS, 


BAK W OX KR AH 


葛 丸 火山 の 火 成 活動 は 第 エ ROR UMC RT Sc eH, BI 
は 石英 安山岩 活動 , 第 11 期 は 今 石英 両 由 石 究 山 岩 活動 に 局 す る 。 第 工 甘 
の 石英 安山岩 活動 な 更に た la~le の 5 期 に 細分 され, 各 活 動 期 の 章 区 導 休 
止 期 に 相当 する 時 期 が 存在 し , 此 の 期間 に は 凝 放 質 泥岩 或 は 砂 譜 層 が 堆積 
る 

la 期 の 活動 は 石英 安山岩 集 塊 岩 を 噴出 す せ じ め た を 時期 で ある が , その 分 
布 は 薄 丸 火山 の 南 総 即 ち 豊 沢川 北 運 と , EORMGRROR? ROBE 
BAPAIC BRS ILS 0 ARIE SER Lea APRA SEAR EL i 2 DORAN IBS SAL 
た を る ゃ の で ある が , BRO GAD 7 EB EC Cs — SER ROIME - 
を 示す の を 特徴 と し , 本 岩 が 水 庶流 出し た も の で で ある と と を 水 選 て で てい 
る 。 此 の 活動 に 続く 休 正 期 に は 滋 府 理 の 北 克 質 頁 岩 方 至 北 大 質 砂 岩 を 堆 
積 す る が , WOME OAH SEGA KUO BRBICIR ETH S , 

Tb ID TAT A BRE ale 2 OE RAK re HE LO 
し あめ た 時 期 で , 薄 率 川 流域 に 於 て は 燃 内 の 分 布 が 見 られ , 豊 沢 川 流域 及び 
BG AINILA OIE MICS CAP LRK EOD ADIL DNS. BED 
末端 部 は 集 塊 岩 に 移 化し , FACE HpeICA cit la 期 に 見 られ た と 同 
様 を 春 岩 質 集 塊 岩 と な つて いる 。 即ち Ib 期 に 於 て は 噴出 の 中 心 が 葛 丸川 


1) "前 出 

2) ee : APRA O MR Fao at 大 の 一 , S/ARKOM 

3) ice. 早川 典 久 会 正己 : Secs OL YC, 基 の 7, BS) 地質 
第 564%, 656-4, 昭 25 年 5 月 
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流域 に あつ て , HHO MICKRAROEWEAE HL, Hor 
IDC SBR VO MULT VE EEG RRS RABEL, これ ら は 南 絞 部 豊 沢 川 流域 に 
於 て は 水中 に 沈 積 じ た る の と 考 を られ る 。 此 の 活動 に 続く 休 正 期 に は 洪 訂 
FIORE A) BRR AW a & HET ST eld, MOMS L ABE, 

PLOBAIC b BIN PRC OAL ODA ONS. 

Ic HORMAEAGRKACAML ARM CHO, HORACE 
沢川 流域 及び 葛 丸 川 以 北 に 限ら れ 落 丸川 南岸 地域 に は 分 布 し て いな い , BD 
ち Ic 期 に た 於 て る も, 前 述 の 場合 と 同様 に 葛 丸 川 流域 に 噴 出口 を 想定 すれ ば , 
叶 出 口 を 離れ た 地域 に の み 学 石 質 蘭 放 岩 の 沈 積 が 行わ れ た と と が 考え られ 
CN aN ee 
DSWNHAMRICBHOTH ONS, AREA eich cite. Ap 
BROUWER £ ORR AN SAS, HSU EARIC BOC ISRO EE 
DROCHS, HOB Ic MOK DICH XK PRILMIC A Cit SAU 
WHGEKPICARL, BANE CHOKCLEERMTLOCHS, 

Id HOWMMLEL L CMARKET OS AKE & MEPL 
WC, Oo Bu PAR ROBTUNRIC HD, 現在 の 山頂 に 近 
WHC SLO 11S. AIC IST Be LS BO BASRA ANS 


が , ORIEL (ie. ILO TM ISICHE PRIEST IR, 本 地域 全体 が 陸 化 し 


た る 後 , 局部 的 に 小 規 模 な 陥 波 が 起り , 小さ な depression lake % #¥1Ic» 
生成 せしめ て いる 。 ID we depression lake Hic jt SRG OBE 
WGA a type と する 特異 な 硫黄 鉱床 を 生成 せしめ て いる が , YORARIC 
IN Cid FS ee Ue TUES Se LA LEEW, 

le WORMS SEO EMRE EDK AL CDS UL 
の 大 山 岩 訂 は 第 エ 期 石英 安山岩 活動 の 最後 の 噴出 物 で , 現在 の 山 TALK 
く , 被 枚 し その 分 布 も 広大 で ある 。 

炊 に 第 II 期 の 活動 は 合 AME RUE HEEL WERE, その 
Rea BSE bb BRNO RHE 7 UCB OCR EWES SR ERICK 
分 布 し , FAK WOK BTEC IAC ALA LUPITEN & BT SL OCD So 
Hee LCE REEIES, EPRETILD SDE CE EAA a 
oe : a 

BS JIC HL KUO ARMM, 基 庶 第 三 系 中 に , BBENRAEROR 
ICAO, 同 構造 線上 に 生じ た 陥 光 性 湖沼 中 に 行わ れ た も る ので, Ia Jh 
BD 期末 是 に 於 て は 豊 沢川 北 立 地域 に あみ 限ら れれ た 湖 激 は Ic MOR 
tC BABALIMIIE STs 4.78 Hey MAN aH 2 HOS cL Pe 


<ul SSF, 


EDEN ANS, KRM VOM AH loehaae AAG Eigse as IL 
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期 の 含 石英 両 交 石 安山岩 へ 移行 し , 夫々 高 根田 犬山 り に 於 ける ky CGR 
RAWAL ke ( 含 石英 安山岩 〉 に 相当 する も る ので, 葛 丸 火山 に 於 て も 


切 根 田 火 山 に た 於 ける と 同様 に 酸性 より 塩基 性 に 移行 する 傾向 を 示し て い 
Do 
燈 岩 及び 噴出 物 の 記載 

第 上 期 火 成 活動 - 第 エ 期 火 成 活動 が Ia~Ie 期 に 細分 され る と と は 
POR OCHS, CHOOKRERORMMOH, 主要 な る も の に 就き 項 
月 的 特徴 並び に 革 役 鏡 的 特徴 を 記載 すれ ば 次 の 通り で ある 。 

Th HADRA ASE ZL 5 AIS EIN _EVEO MRE BASIC BES HSIC 
発達 する も の で , RABOMAELAAC, 多量 と 両 釣 石英 次 品 を 認め る 外 
FICHAOR Ht SATS, COMPAR IREDEIC AC HROEE 
BWC CRBREUACHBLCOSCERDD, WREOR eS 
に 移行 し て いる 。 本 岩 を 鏡 下 に 検 す れ ば , GEG C, GERRI 
EREWO BRO E AOL ROB LORD, BEL RE BRO 
有色 鉱物 Onohis MRL 思わ れる ) を 含み , BoE LC, BG 
RUPRRA ©, She LC, A, PRARUMAMAL EATS, A 
Shin LY FBR ILSHAL eI EARL BWI CH ZAPABOPMAMMES 


ACS, HEAUEMIEAY LT albite AWARE GT MORRERE EL, 


Beek At CEBHS. FAC CONG ZLOB, WA 
BRAD ICAL GEL Tc poiklitic texture を 示す と と が あり , BH 
Risin ST DARREL CARL, RRB IC k OL CHM! 
Rl, 時 た に は 原 鉱物 の 制定 に 苦し むこ と と が ある 。 

Ib FID EAA BURA 5 AVAIL ZK AEE BSR Oho CH BB 
C, SEOMHAZROAKLUERFAE RET Sb, BORE B® 
ACS. RICE ROREA 1m 或 は それ 以上 に 達する と と も あり , LR 
RIC FACE ASIAHMORE REL CHEE RR OMmaABe Et Scek 
EDS. LMGWICKLEEORKE A ARO AME OL, 時 に は 
BALARE BEC E LDS. KALB FICRINE, その 大 部 分 は 微細 な 
右 英 破片 及び 徐 長 石 針 状 微 品 を 件 つた を volcanic glass に より 構成 せら れ 
て , 時 に sphelurtiic texture 或 は perlitic textute の 発達 す る と と が 
あり , Mit CHEK, PEALOCHHRLUMPMAL BATS, R 
FAILAREBEEL, WR BTS volcanic glass より 成 つ て いる 。 
ASR GEA NS FY a iO Fe MET enn IL FORA, 時 に 著しい 割 目 の 発 
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ASB. RS albite YOR Re RSENS 
gr CH So BlAtDaeic BE PBT IG ILS TED BG a EEK 8 AMAR 
Hidh LAS AR EES 。 ; 

Ic HORA BURA > AAS に 現状 の 中 hi J5 BANE KAO, 当 
ADKE &} 0.5~1.0cm OELOMAMACH SD. RACIAMIE L ze ES 
ORK HE BUIL AMUSE ORK BEY ONT Sc LBD, 叉 
ARRUABESUCELDS, BERT ICRINE, 右 基 の と 大 部 分 は 
無色 の volcanic glass より 成り , 微細 な 須 英 破片 及び 府 長 右 針 状 微 品 を 
4, 時 に fluidal texture を 示す と と が ある sg: MHL L CHER, AERA 
RORDMEE RO LETE BAT 3. 浮 有 は 流 状 を 呈す る volcanic 
glass より 成る 。 seer 

AA BEBE IS RA AO cH VILL OMS, Pik EB BS Teo 
MAT る の が 多い 。 

RRA bind, FELT albite SGI TF DEERE は BUR Reda Fe 
し , FRC RABEL RT LOLDH%, BRELOVPEAMMCSEICS Sn 
る が , PAMALL ESE, SAMOA TRIER Sith ® Te Tn Be 

Ic HOMMEBARLWA SBCA, SHBROUC HERES 
SADLEAC AT © GERI ME] — OM He RL, KRABTIERKEL ESS 
FRA EAS SAC, BRE OBE IL AERAYIC ERO BRE 
両 多 形 石 英 を 多量 に 合 有 する と と を 特徴 と する 。 本 農 を 鏡 下 に 検 す れ ば , 
TARA ORGELEET-C, AMET, 許 長 の 針 用 状 hth, TeOERER 大 
D, FREMOR DSH CH. BE e LCRA ROR i Ic MLB 
a Bhiné Lb CAk, PRGROR BIG XMAS So ABERE (LARAMIE 
BL, 呈 つ 割 目 に 富ん で いる 。 府 長石 は 徴 攻 上 曲 を な する も の は 短 柱 状 , td 

LES SOM MAR RIL REE eeL, 主として albite 式 双 品 を な なす 
I ME TT «obo. RE CMB, RAM 
う て , BLM RIC calcite 又は chlorite に 姿 質 交代 され , RICA 
KAS calcite に 依 て 交代 さ れ て いる と と が ある 。 PHRMA a 
TS OOMM CL, HEED % OLE AGE EEL 何れ 
IIT SPS, SAP BCD S. MARAIS LOA 
存在 し , 粒状 結 品 を な し , 4 ORISA A BA tek oe th L DAW. Hope 
CREM SAD ARLE TH IC Id BOTs HL He BIC SBF 

le WO SWRA EEK LACES 1 STG: aa fy 
REL CK ICAMICEEN SLOG, AIRAVIC BEA OE we 
Us COKE S OPE RIC Shh MUO 1d 期 の も の と 同様 で ある 。 
SET OPED 4 GIG OE EBT SDS Id MO LOL MOE 
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第 1I 期 火 成 活動 FL WKH KO MLA UNITE EHO 
REBSTME RUA ED CH Se LEGEND Zo - 
ABST ICAT Nit, BiPROPRAGHE v MHL ORD, 
pyrotaxitic texture #7 RAH ich t L CARA LORD EA, He 
に 石英 を 含み , PELL CMR AL BAT 5. Aah IC Ie IFEHE ASIC 
chlorite を 含み , FHUCAHGHERKOBRA LET HERS 0, Mn de 
BeCRLK’OLBAZGNS. BHPOMIMKAE A winlt albite st 
双 卓 を な する も る の に つき 1(010) REORAWHIAIA ob ses se, 
酸性 乃至 中 性 の , labradorite に 相当 す る も の と 思わ れる 。 稔 長 右 医 旧 
HEU albite KM K+ RMSE RL, 又 昧 薄 構 
LAT LOLASNS, HHMOEEREALEL, 直 洛 光 を 示す が , < 
多 色 性 は 殆ど 認め られ な い 。 石英 攻 品 は 稀有 存在 する が , [ORR Bole he 
nC, ZIBICBA COS, MRA AK Ay ee CHEB LL COR 
存在 し , BEL LU CHET SL OLBBMHENEVO 


石英 安山岩 活動 に 見 られ る 特徴 


葛 丸 火山 の 石英 安山岩 活動 即ち 第 エ 期 の 活動 期間 中 に 於 ける , Ho 
性 質 の 変化 は , 前 述 の 記載 た 依 て 概略 が 覗 わ れる が , 各 噴 出 物 の 含有 する 
府 長 石 の 成分 変化 を 知れ ば , その 関係 を 定量 的 に 示す と と が 出来 る 。 と の 
目的 の た め に 各 噴 出 物 の 有する 符 長 石 葵 唱 を 摘出 し て , その 屈 析 率 を 測定 
し た 。 但し la WCE ice lds その 活動 が 極 く 小 規 模 で 分 布 が 小 範 
Hic PRR An cH), 且つ 適当 な 資料 が 得 ち られ な か つた を の 全 測 定か ら 除 外 
し た を 。 測定 は 浸 液 法 に より , 簡単 の た め に , HAL USBI AS (010), 
(001) の 何れ に 平行 で ある る か に 関係 な く 凡 て om を 測定 し た を 。 り ) 此 の 結果 
カ から 各 活 動 期 の 噴出 物 の 有する 徐 長 石臼 卓 の 成分 を 大 略 決 定 し 表示 すれ ば 
KEICHHI OCHA, HORE Kat basic andesine か ら interm- 
ediate labradorte の 間 に あ つ て , Ib HAD andesine に 始ま つて , Bash 
Ic Alc lbradorite L#b, 再び Id, Ie Hylc andesine に な る が , Id 
期 の andesine な Ib 期 の を それ より , M le 期 の -andesine は Id 期 の を 
れ よ り 夫 x 若干 塩 工 性 度 が 高く , 妊 長 石 成分 は 中 間 で 大 きく 波 を 打ち つ 、 ょ 
Ib 期 よ り Te 期 に 向 つ て 次 第 に 塩基 性 度 を 増し て 行く 状態 が 明示 され て 


1) BRO RGIS 4 OC BELLE ERED BEB OBE BCL EBL 
CHEAT Do 
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いる 。 こ と の 事 か ら , 石英 安山岩 活動 と 於 て , その 噴出 物 の 性 質 は , Wilds 


5 末期 に 移る ろ る に つれ て , KBICMAPER EIT CLMEZ ENS. BAK 


山 の 例 活動 に 於 て , その 活動 
は 第 工期 の 石英 容 山 岩 活 動か 
ら 第 II 期 の 含 石英 両 逮 石 容 
山 岩 活動 へ 移行 し 全体 と し 
て , 酸性 より 塔 基 性 に 向う 性 
質 を 示す と と は 茎 逃 の 通り で 
ある が , と の 中 , Bl MOG 
| 英 容 山 岩 活動 の みた と 就 いて る も 


lr ee 同様 の 性 綿 を 示し て , AMO 
ES epee wee Hn aS ADE CoE HEC HL 


er CUNT 4 SRW AD “C dit 2k HE BE & Hg I S fA Al a 
AT SNR ABO es AIL, le CUS 


要 約 


以上 を 要約 すれ ば 。 

1. 萬 丸 大 山 の 火 成 活 動 は , 党 宿 岩沢 構造 線上 に 生じ た を 陥 流 地 域 に , Bw 
川上 流 を 中 心 と し じ し て 行わ れ た も ゃ の で , 葛 丸 川上 流 に 上 火口 を 推定 する と と 
が 出来 る 。 
2. 火 成 活動 は 第 1 及び 第 IL 期 に 区 分 せら れ , 第 エ 期 は 石英 容 山 岩 活 
動 ) 第 II 期 は 含 石英 両 逮 石 容 山 岩 活動 に 属し , Kx BRA KO ki 
(石英 次 山 岩 〉 及び ke PARRA) に 相当 し , 葛根 田 火 山 に 於 ける 
と 同様 に 噴出 物 の 性 質 は 酸性 より 塔 基 性 に 耐 う 傾向 を 示す 。 
3. 第 工期 の 石英 安山岩 活動 は 更に と Ia~Ie の 5 期 に 細分 され , 各 活 動 
SAD MAPICS RIESE TET So PRIEMAIC EATER CRE BEB 
BADE & PLAT S 0 

4. Waveisik la 期 よ り Id 期初 頭 迄 は 存在 し た と と が 考え を られ る が , 
ld 期中 に 全体 が 陸 化 し , Id 期 と le HAOROPRIEMlC 2 eee, 小 
BAY DSO, 硫黄 鉱床 が 生成 され て いる え 。 
3. 第 工期 石英 安山岩 活動 の 噴出 物 の 性 質 は BL KWAaKE て 示さ 
選 る 傾向 と 同様 に 酸性 か ら 塔 基 性 た 向う 性 質 を 示す 。 


hog 
ae 


BPRS Tins OBBSEAMORR 
(その 5) —iBGSKRIC OV t— 
On the ultrabasic rocks in the Miyamori district, Iwate 
Prefecture. (Part5)—-Studies on talc ore deposits. 


BY 陽太 郎 (Y6tar6 Seki) 


まえ お きま A CHCASRME HH CHEBHICHEAL CE SMA 
の 超 塩 基 性 岩 体 に は * KID E LU CH OS E35 HME duuite 及 
CURE AAO HICIMAT SEMA EOMIC, 経済 的 に 注目 され る る も 
の と し て 滑石 鉱床 が ある 。 開 発 , 運 撤 に は 便 が 多く , KE る 相当 ある の 


C, と の 滑石 鉱床 な , =, 三 の 地 区 で 現在 稼 行 され つつ ある 。! FeGE 


と し て 岩根 橋 鉱 山 の % る の に つい て の 野外 調査 , BAMA CEICLT, と 
の 地方 の 滑石 鉱床 の 一 端 に ふれ た を いと 思う 。 

と の 研 究 に 際 し て , 鳩 包 な 討論 を し て 下さ つた 遠藤 隆 談 薇 授 に あつ く 感 
Bt So Lh, 化学 分 析 の 点 で . 多大 の 援助 を 示し まれ な か つた 埼玉 大 学 化 
PESO), KP, 黒田 の 講 氏 に 心から 感謝 し た い 。 

滑石 鏡 床 を 中心 に し た 地質 概略 先 き に 発表 し た 報告 の 虫 で し ば し ば 
の べた よう に , COBMEMHA, RH RET SHERI, AG 
岩 一 変質 gabbro Hitt Sl) U 及び dolerite~ 流 絞 岩 質 岩 腺 よ りな 
る 同 Ul か ら 構 成る えれ る 。 1 より Il を 経て Ill に 終る と れ ら ちの 過 類 の 
活動 は , NEE~SWW 方 向 の compression OFICIAL ED, BROS 
造 の NNW へ SSE 方 向 を の 順応 性 と , それ に 対す る 抵抗 と が 写 に 関連 し 
PETE DIL, 複雑 な 構造 発展 の 途 を た ど つ た 。) 
WARIS, いま れる 1 の 中 に 貫入 し た Ul の 岩 腺 類 と ! LOR Mh 
部 で , 1 の 中 に 生じ て いる の で ある が , その 成因 は 決し て "単純 な 接触 鉄 
RR” と か , "断層 に そつ て 蛇 絞 岩 が 優る され て 発達 し た 豚 状 鉱床 "で は な い 。 
脈 岩 類 に つい て i) 剛 絞 岩 の 中 に 貫入 し , 滑石 鉱床 の 生成 に 関与 し 
た を 豚 岩 類 は , いま れる も 宮守 超 塩基 性 岩 類 の 最終 の 活動 メン バー と し て (4B 
ABH UWL と し て ) 大 ま か に 一 括 さ れ う る が , 岩 相 及び 賃 入 の 順 か ら み て , 
ほぼ 二 つ の タイ プ に わか た たれ, その 一 つ は 角 関 石 dolerite, diabase か が から 


。 BARRE is B36 GB 5 mA 27 10: 月 

1) SRA: SPREE ROBUBACRMARS, 地質 調査 所 月 報 , No.1, 

- No.3 .1950, pp. 32~37 

2) BEUEKBS, 1952; BFRETHTORRAIEAMO AS, (404) 一 構造 的 研 
Ze 地質 雑 , 1952 vol. 58 No.685 (印刷 中 ) 
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alee 


fA ICESEO CHARMER CS, 他 の 一 ご は , 石英 斑 岩 方 至 
WEE GUEAUE CH 3. HALYPEIKISs EO LOHAN, ~ 
MOL, 1 COBMOP CEA *OS ATICBST SABA BIE 
する と と が ある が , 異 つ た タイ プ の 間 で は 移 化 し な い 。 

iil) と れ ら の 央 豚 類 は , 一 般 的 に 収 絞 岩 を 六 と する の 構造 に 支配 され 
CHAL TH SD, EICON OX APOLLO, OM Ce, 時 間 上 の ぶ 
nH Cha, BACET HEME Pe he ERiCLVvS. 

peel, KeBC HO BSERRERO ZIRE FATE HC HEL 
RPRBEDAMICZOTHAL TCHS. I OB RRBEURMG. これ ら 

OBMOHAL VILSAICHOLCOCH OB, 破砕 運動 は , cHoOOME 
HES IDB ARHHIC BFE DN CHER Z ONS. KEZCBMDSOM 
生 さ れ た 小 豚 が 蛇 絞 岩 体 の 破砕 と 共に ズレ を 形跡 が み ら れ る と と が あり , 
RR, BIKERS, ZORMCAPLVAHESUSHI CK, 時 だ E は , 
全体 が synkinematic crystallization に よる ミ ョ チ ナイ ト 和 的 性 質 を 疹 びる 
TCEMHSSo RM, H1, A2MCHANCHSLA, BMEEBKLOR 


第 1 図 Saeeee URC B dst ie a 2 Seek B tic 
Rea (1) Regia (IL) 


D : Saeed D : taatea de r 

DT: ShRHSA ARO RIE ALIS DC: SHE SIRORIE Atk Shite 

T : Fry Talcose-calcite-reer Fess : 

SM: calcite Rvs} BRR serpenti- -T : EY Talcose-calcite-Rega 
nite SC: calcite Uk% 4 C7 BR KRESS 

SB: 破砕 化 さ れ た Serpentinite SB: 破砕 化 さ れ た 蛇 紋 岩 CSE 
Cation LSD DRL ST 


HO NBs IL AYK talcose-calcite teeiCPboOtCWM SR, LE, 破 
砕 作用 を つよ くう けた エエ と の 間 に , 常に calcite MEd BoM 
の (talc) HeeHOMDSS 5. Zitheee#2z © SiO。, CaO 及び CO, の 
QLVRMEPOKBUORAL, WEBUAILVER Cet) Thome yee 


™ 


Sete ee ee ee 145, 


ET 


が ほぼ 同時 に 行なわ れ , と と に 示し た 弄 状 の 部 分 で は CO,, Cao” の 供給 


| と uniform pressure と , 滑石 形成 と は 異な る 温度 条件 の 下 に 蛇 紋 岩 化 


作用 が 完全 に 行なわ れ ,^) 方 解 右 豚 が 多く 生じ た の で ある と 考え られ る 。 
ZICKRL, 酸性 岩 腺 は , 常に 塊状 で , ミュ チイ スイ ト 抑 性質 , Wiehe 
な ら な い 。 そ し て で, と れ ら は 1 OB, BRICZOCHAL, 時 に 
は 塔 基 性 岩 腺 と 平行 , 時 に は composite dyke を つく る と と も ある が , 
一 般 に は , | の 破砕 面 な ど を 切 つ た joint 又は そ 履 か ら 派 生 し た 断層 GE 
ic (NEE~SWW Fill) CZOCHAL, GEO CHEAPER UOC So. - 
( 3 図 )。 : é 
EORKS, ENCORDAAEREIGHUILI DLY, 
角 関 石 ~dolerite BIO (LARS 1 HICHL%e, 
oe 第 3 図 塩基 性 EER 


4B§4q -Dolerite 


tf 


at 


a &, Tale ore (OBER 


SiO, 61.4 % 
Al,Oz 12.46 
Fe,O; 10:94 
MgO 3.74 
Na,0O 2.10 
K,0 1.00 
CaO 5.73 
—~H,0 0.34 
Ig. loss. 2.19 
100.34 S : SERS RRM ERE 
ST: Fraik Talcose hegtea 
(Y¥s50100911) D : HEH BE 
EE 
ONE : sore deposits 


CA Fer 5) 

il) RERAIS, 塩基 性 , BRO PILORIKICHT SRICL, Bri As 

' れ 滑 右 質 と な つて で いる 。 しかし, くわ し くみ る と , 構造 上 , 時 間 上 両 タイ 

プ の 過 豚 が 互 た 区 別 され ね ば な ら ぬ と 同時に, TNODRAICHZ SBR 
作用 に つい で る 両 タ イプ の も の は 大 き な 差 を る も つて いる 。 

epee 1 と の 接触 部 で は , * 沈 に 示し た 第 1, 2. 図 で わか 名 よう 

IC, EM AOBMBASL (MIEAILEN, し ば し ば Magnesite Ov 

YABIGRES E LOH KS (第 2 表 ) と な り (第 4 図 )) ents 


1) FRREVER OMG O I で は , olivne # そ の 他 の 鈴 物 は , 蛇 絞 岩 化 され ず に 
多く の と つて いる に も か か わら ず 。 
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第 4 図 SEILER (a) と その 線 泥 石化 緑 部 相 (b). 


人 淡 礼 色 角 項 石 

アル メ ペ イト 化し た 和姦 長石 
SRY By 
- 以上 の 間 を ぅ ず あ る 石英 (YS50100911) 

石英 

RIE A 

FRY A 

VY AICO © OCs ES 

(74 MELRBR A CRE AIEL 
fefAb (A) & 0S) (Y¥S50100909) 


DHOVPwMYW DT 


る どく 接する 蛇 絞 岩 は 次 白色 片 状 talcose-calcite 蛇 絞 岩 に な つて いる 。 
TORY talcose 蛇 絞 岩 中 に は , 僅か に dolerite の 構造 を 残し た を 緑 泥 
石化 dolerite が 小 豚 又は レン ズ 状 に 入り と ん で いる と と が 多い 。 
_ こと の 場合 , 次 白色 talcose bee cOmMBick|ZL, tale が すでに あ 
つた antigorite を 交代 し た の で は な く , talc の 形成 後に antigorite が 
) 小 豚 状 に それ を 交代 し て いる 部 分 が し ば し ば ある が , と れ は , 先 に 示し た 
第 1 図 合 と わせ て , | Octet, と の talcose 蛇 絞 岩 の 形成 と 
が ほぼ 同時 に 行なわ れ た と と を 示し で いる 。 次 白色 talcose-calcite Weg 
岩 の 化学 成分 は 第 3 表 に 示し た 。 ; 
"酸性 の 岩 豚 に 接する 蛇 紋 岩 は し ば し ば tremoite (actinolite) を る つ 
た 巾 2cm 位 の 片 状 の talcose 蛇 紋 岩 と な り , それ ら AICHE ewe 
ざか る に 従 つ て , talc が antigorite を 交代 し て いる talcose 蛇 絞 岩 を 
絵 て 普通 の 蛇 絞 岩 に 移 化す る 。 


Nh > : ; 
! HR 8 x. 147 
s&s 2 で と さ 
線 泥 石 Eb され た 角 関 石 - Dolerite FoR Talcose-calcite-pegrs 
SiO, 37.23 % SiO, 52.80 % 
Al,O; 18.50 Al,O3 1.96 
F,0; 23.04 Fe,0; 7.68 : 
MgO 1.91 Mgo CG 
NasOre = 0 CaO > 4.85 
K,0 0.70 =HzOe ‘36 0.05 
CaO 6.66 Ig.loss. 8.43 
-H 0.61 
I B 10.51 ae 
: ce: oe (Ys50100921) 
100.57 _ Se: 城戸 , BA 1951 


(Ys50100908) ° 
SH: 城戸 , 黒田 1951 


Calcite は 塩基 性 岩 腺 の 場合 に くら ちら べ て は る か に 少 い 。 音 豚 自 体 の 変質 
は 府 長 石 の アル バイ ト 化 を 皇 と し , 塩基 性 の る の ほど 強く な い 。 


|| DEON ED RED 第 5 図 塩基 性 岩 也 と 接触 と よこ 
接触 部 で で き て いる (calcite) つて 生じ た 片 状 talcose- 


talcose FEBCHIZ, WFNS E calcite- 蛇 紋 岩 
FICHLAVIEEDBEC) SB | 5 
横 だ が , 時 に は DDT その 他 
の 薬品 工業 原料 と し て 探 堀 し , 
の ち に の べ る よう な 良質 の も る の 
と 混ぜ て いる と と が ある 。 
酸性 岩 腺 が 塩 碁 性 岩 腺 で 接 す 
る 場合 に は , 石英 豚 が 後者 の 中 
に 導入 する と 共に , BKCIH 
BRO AMREC THOS (第 6 


DC: 塩基 性 岩 岩 の 線 泥 石化 され た 


BI) fA CNB A dy ) 
SEEPEY AS OR bk OB A M : De Hic#Aige7et Magnesite 
, keereHicest 2 CaO, CO T : uA Talcose-calcite bere 

foe SONS (HEEL, T. DC odeaiega gIO-C 

BRO! SIO, の つよ い 供給 と EEL COS RICE 

Fe,0;, MgO の つよ ょ い 除 去 で , Cao SD 


酸性 の それ は , SiOz, TUAY , ‘ 
TR IFO LDV CHOT I ら 四 “後者 は 前 者 より 高温 の 下 に 行なわ 
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Draw 


HABMRK SSB 


第 6 
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, Seng 
Ss 


第 2 図 - 


; M72 & BR PIL Bo 


RX te EAeneAK 
diabase 7B <iiMae alk 


BUEAILA TK diabase 52h} 
DO RRLOVEC CWS 
beta Sa UK 

ASE 


CAROL «Sep 


示し た 部 分 で の 福 察 に ょ る と , HEPA Ac 


Talc-ors に つい て こと 
の 地区 で 良質 な talc-ore と 
し て 産出 と する も る の は , HER 
HL, 以上 の べた 講 岩 腺 と の 
EBRD CC IRE っ れ た 部 分 に 
ある こと Lik, 現場 の 人 々 の 語 

る 所 だ が , その 部 分 と は 堪 
AEB L, ひき つづ く 酸 性! 
UKE DS, 平行 又は 互 に 切 つ 
て 重 な つ て いる 所 で ある (第 
2) o HARPEICLAREIC 
LS, MARICKER AE SE 
分 で は , 前 た の べた ょ うな な 次 


AI, talcose #ESLEICIEY 


の も の の み 生 じ ヒ て いる 。 


ER 5 


BWR AA talcose-calcite KERB It, REPRE TIC HED 2 HE Cole 


第 7 図 


RIERA, 方 解 右 た に ょ つて 次 代 さ 
RW い セ ゆる 求 テ た な りつ つ あ る 
Talcose-calcite- eRe 


i MM 


Talc. antigorite part 


: sha 


磁 鉄 鉱 及び クロ マイ ト 
BE Ai (YS50100904) 


FEEMES SAL CEL SH, 回 
REC, PS MERA D eh 


きら PwFteEL CIF BA Ds bb TE 


る る の (RHO talc-ore) 
ae ee 
EE ご つた も の と 人 が 混 在 

部 分 に 移 化 する 。 new 
に ど ご つた を なの は 第 7 Nic 
SE 
_talcose hikers calcite: 
DSERVE Ds 5 he SERS 
交代 され を も ゃ の で あり , 山 
元 で は ボテ と いあ ゎ われ 単純 な 
手 選 で 除去 され て いる (第 

0 


ra Wid 


~ 


Fay thy 
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A Seg 
Paes PROMEICREN COS "FH 
pula 7 を ほど こし, REMADE REL 
iva aos oN ROD" の 分 析 値 は , LIC ONE 
ee ee ALE ROWARMADEMIC HS & 
Fe,0, 6.98 考 を られ る の で で , と と に あげる と 第 4 
MgO 13.08 HET Do g 
ie tas LBRIMLORM (8 8 図 参 
Ig.loss 20.98 Ha) 筆者 が 先 に 発表 し た 報 HOW Ds 
hes ら , RRMA AO PORRHOR 
(¥s50100904) 


SHA > SKA, A 1951 


表 的 な る の の 化学 成分 を 引用 する と 第 


61 表 光る 。 


第 8 BAD talc 人 鉱床 形成 に 関す る 化学 世 分 変化 図 


f4B94 -doleite 


(1) 
(2), (1) CRIB AIRE (第 
(3), Talcjore (第 5 表 ) 
(4) 


(第 1 表 ) 
2 表 ) 


CFS RHE ORL) 


Talc ore と と も な いわ ゆる ボテ (第 4 表 ) 
, PHAR AIC ALO CHEUTEEK Talcose-calcite-hegia (第 3 3) 
, BREHDAIC HIT ORR (85 6 表 ) 


) と (4) を 6:4 CANCRA LCHELEILFRD ADE (第 7 2) 
) © MgO, Al,O3,Ig. loss (主として H2O) 及び SiO, を それ ぞ れ 


50%, 10)%, 40% 及び 50% MNS Be LOO BLATT 


Pah he SY 


150 BERBDBRK ZS 
第 表 

Talcore > (A) Talcore (B) 
SiO, 56.74 % SiO, 54.42 0%, 

Al,Oz 1.87 Al,O; 1.17 

Fe,0; 5.81 Fe,0; 7.24 

FeO = MgO 26.94 

MgO- 28.85 CaO 2.90 

CaO 112° K,O 0.00 

Ig. loss 5.66 Na,0 0.03 

Ig.] ; 
100.05 eos ee 
99.98 
宮守 録 床 AR EDL 
分 析 者 : 関根 節郎 分 析 者 : BERS ABE 


1 表 か ら 第 5 表 ま で の 中 で Ig-loss と か か れ て いる る の は 主として 


H,O Ru CO, we 
中 に は FeO る 含ま れ て いる ろ 。 


第 


Serpentinized dunite 


6 


表 


Ys49052625 


TES OSC, Bl Se es AEROS 7 #@0Fe,0; 


SiO, 40.62 % 
Al,Oz 3.24 
Fe,0; 0.83 
FeO 6.43 
MgO 40.05 
CaO 0.52 
Na,O0 0.07 
K,0 03 
H,0+ 34 
H,0— 0.37 
TiO, 0.16 
MnO 0.11 
P20; 0.20 
98.32 


Mode (wt%) 


ol. ee 
erp. 72.5 
magnetite } 16 
chromite 

. tarbonte 2 
jalbc 12.:3- 

99:8 

G=3.09 
分 析 者 : 串田 た ま 1950 


Pee PS EL AIC AB 5 RE RCE & D ROR talcose- calcite RERCE & BOS 
程 で は SiO。, CaO, CO, の 増加 と , MgO 及び Fe,0; (FeO を 含む ) の 
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cai . “ 


Prine, と れ ら は いま れる も , 塩基 性 過 豚 の アル バイ ト 化 作用 , 緑 泥 
石化 作用 及び 片 状 緑 泥 石化 diabase な どの 中 に み ら れ る レン ズ 状 又は 小 
豚 状 magnesite DARICKHISL TVS 


TORK talcose-calcite tees SS 
が 酸性 岩 腺 に よ つ て 遍 か れ た 部 分 で SiO, 47.0 % 
で きた Talc-ore と いわ ゆる ボテ と Al,O; 2.6 
OARS (IL BCIERCEBOTW Fe,0; 6.2 
So HY CAMHS 1S £5 MgO 22.5 | 
Talc-ore: ボテ =6:4 OFTHE CaO 10.7 De 
じ た も の を 両者 の 化学 成分 か ら 計 算 eee 
すれ ば 第 で 実 第 8 図 (7) の よう に 100.7 
Bo BLK talcose-calcite WEL Tale ore 60% ae : 
#10 SiO», AlO;, MgO 及び eee x hoy, (RE 
Ig. loss を を それぞれ 5%, 100%, . ee Ben | 


50%, 及び 40% 増加 せしめ , BS 


alco CANT y. 


18a SARABKRS SH 

率 を つく る と 第 6 図 (3 の よう に な る 。 と の (7 ) & (8) は CaO off 
WDBEE の ぞい て は ほぼ ひと (lose 

eet, 野外 で の 観察 に も LeU cH Pikes calcite? te eens, co 
CRORES EL AIC ROC HE OFRIND F IC ZERSMEMEBE TL その 
結果 を と だ の べ る - 王 ale-ore- と いわ ゆる ボテ が 生じ た と 考え て いる が * 酸 
PA DRELAIC HE 5 EPR TK DD Al20s, SiO, 及び HO の , Hest 
lkthiC Hoe magnesite の 分 解 に よる MgO, CO2. 蛇 絞 岩 を の 供給 を 
考え れ ば 上 に の べた よう な 結果 か ら , と の 野外 で の 結論 eae 
うら まけ られ る 。 


結語 以上 の べた と と を まとめ る と 第 9 BOs DIC a 
( 埼 王 大 学 次 理学 部 地学 区 名 ) 


Sh OMICS Sm Base エー(3) 
CEAROSHASTERHD (3) - 
Geometrical consideration on the construction 


of geological maps I—(3) 


(Rational construction of formation - boundaries) (3) 
ye (us @ =e -(Yushi Funayma) 
Tl. 地層 が STAM E TS (B)- 

SEAOISI CHRGURBED ICak (WOOFER Be 1 RBH EPRI 
た 場合 に , 前 逃 の 方 法 の 李 に 区 の 作図 法 が ある 。 RUB. SICH Rak 
(DRDO <M GASA PEI BY T SLE ERD CPR 3 IC 
WL, CORUM SL DRIAL a eA a 
を 用 いて 作図 じ て で て 行く 方 法 さ ある 。 

(1) 5x late; 第 六 図 に リ 京 い て 測 点 Ay HAO CEERI E U,, Ae 
Cmte Vi Lae Ay Ay の の 長 さ を Dr と すれ ば 


A A が a D, on ir, +4 Vi A tan Ap trrrtseeee RO RE sae: (3) 


aes Dio SCGU Bs eae a0 an a eee 810 


tana, + cotp, 


Sa Sow eer ra D; - cote: pire 
又は Ay fi, = fang, Keim ee (31-b)? 


HA MAIER ir 96-5 5 RANT 年 10 朋 
1) ABE 36 B2Q¥ 
2), 3) (31-a) も (31- b) $ 結 局 は (31-c) の 形 に 変形 され る 


SNe he ED ie ee ae La nae Ag ; wre: * 


Peo OE Ree es Se os ーー 188 
el Sap 1 * COS%, + cos Pi 
或いは Agar ; Va ee (31-c) 


i {AL Bi ee (4 a Oe), 0d; = (a, = 2) 


PBS SILORE m と し , それ 等 が 水平 面 上 に 投影 する 長 さ を A, AL 


BD DN も baa bm、 と すれ ば , EM OMIC BELO (19) LY 


に 示す 様 な 関係 が ある 。 履 に 上 の (31) ig LOC HA Biye Ay h, & (19) 
式 の 比率 に 分 割 す る 事 に よ ょ つて 各 ORS ERDAS. KICK 


上 に 投影 する 長 さ を 夫々 ei, SST Ou OO Bay €m-1; €m ES IU?) 
» e; = b; ・tan i 
: I Y BU SEKOMR ale (18) st») 
€2 = b。・ tan ys } ) 
: : | に ょ っ て 全 え られ る 
x em = bmn tan ym, : 

ABER SAIL DBE CAMEO) kb A, を 通る 基準 線 OX に 至る 垂 
直 距 離 を Ay (BI) Dx h;; hes were ohne : laws LHe?) 

hy — ey ; 


h, rine ere 


re tal i: ee + em ; 
& X FAOMZA TAM LICRWS SEAe ez x BAL x41 番目 


の 弦 の 変 点 と 測 点 A。 間 の 高低 差 を be OTM hx は , RO—WERICE 、 


EA られ る 。 
hz = Sees oa Ei OA ON ae aeime Pane (32) 
x=1 x= 
上 故に 作図 に 当 つ て は , 4S Dy, Dg, ーー Ic LOCEZ 5 sim,, Ti, 
ーー を OX 上 に 求め , 淡 に それ 等 の 講 点 を 通 つ て OX IC HME Ble 
その 各 ぇ の 垂 線上 に 測 点 A。 の 高 忠 を 基 誉 と ee hy, hp, ecg Or > hn に | 
EC ee ら A EEO wh M,, Ni, Oe, Seer ys > F, 求め , HABER RD 


間 は 等 傾斜 角 を 以 っ て , 即ち お 二 点 問 の 高低 差 に た 座 じ て そ の 水平 距離 を 分 割 
TOC L DAREMA, 各 点 を 連絡 し て 行く 。 AVG A, A, 間 の 作 
図 に 際 し て は , Fi を 通る 基準 線 を 想定 し て A の 代り に F, を 用 い , F, 


1), 3) 本 誌 36 2 | 


s 2 
2) この Cy, Cp, ee »em-1, em S(t Ao fi x tan By KROBICH HL CRY 
ch まい ゥ s 
Cy Cyt mer: > €m-; em = Sin yj : SiN yo i verre : sin ym-1 : sinym 


4) FL kb oxlC F Lk BROCRSAIS hm (x HHIC Aol, x tan by, 或いは 
D,/(tna #2 + cot A) で 求め で も よい 。 (以下 同様 ) pas 


154 4 Gm eS or 
a Se 
と Ay ABICRA OC _ESOPRIER 415 o 同様 に Ap と Ag, EAs と As 
WIE F, & As, Fs & Aa cones LICH CHERIL CHL LOCH So 

GEC Fr 及び An (CRO SHB OMB fe HK x an, ony, EL 
Fa-;, An 間 の 水平 距離 を Ur, 同じ く 高 低 差 を Vr, WW An を Poi A 
を 包 る 基準 線上 に 換 置 し た 点 を An, Fa-, A’n の 長 さ を Da と すれ ば , 上 
UO. (30), (31) RO—-HRNITKORIC HS 


15, Ui EVE ca he ee eee EE (33)? 

RE a sa: Es (34-a) 

ER fa = a alee Bech as ee ree (34-b) 

或いは Fiat fh = ee LEP Le Tas (34-c) 
{AL Bn = (etn + Xnri), On = 3- (noni) 


例え ば , BCR) に 於 いて 三 弦 法 の 場合 を 考え る と , FES Ao, A, 間 に 
But . 

(30), (31) 20 A + 39m 
(16) 式 或 で は (18) HKD yy = 55°, yo = Bi = 45°, ys = 35° 
(17) 58k NB: be: bs =c0s55°: cos45° : cos35° 

= 0.574: 0.707: 0.819 
然 じ て b + bz, + by = 39m 
yb, = 10.6m = 11m 
(Ga Da VG 
[by = 15.2m = 15m 
(hye Elam ta SO Nk Sm 
(32) sb D phe = hy + 23m & ‘t4p45%) 28m 
ho = hy '+ fom x, tan35°: 25. 30m 
yt hy = 39m x tan45° = 39m 


故に , 460 ik: nm, = 11m, m,n, = 13m, nN, f, =F 15m な る 如く ORE 
AC My, Dy; f, を 設置 し ae EMD mai): OX (C TERR Mm, my; ny ny’, a 
ff) & ECS, KWH A。 の 高度 は 50m He BH m, pi ai ate 


I) Fo= Ao と する 。. 以下 同様 
2) 。 三 測 点 た に 於 ける 高度 が Fnay < An な る 時 は (| 


3) KEE 36 & 2 た PP > An 7eORHX (—)p » 
ANA as 2 芝 


wR we HR x 155 
ff) EICRUCHELOBR DR hi + 50m = 65m, h, + 50m = 
78m, hs + 50m = 89m な る 点 Mi, Ny, Fi BRONCO ABH 


ge eS ae 線上 に 位置 する 
Sa ae Ay — M, M,— Li Ly Py Oe ae 
a aera es | に 示す 相 隣 れる 
k 7 EE Im 13m 15m KASD 7k ERS 
a RR as 15m 13m 11m 離 及び 高低 差 に 
Jet CH ae 
絡 し て 行け ば よい 。 例え ば Ao m, mi n,n f の 中 点 を 通る OX Hie 
二 直 な 直線 上 に 於 いて は , 夫々 地形 上 の 高度 50m + ML 57.5m, 
13m ta 1 
65m + 3 = 71.5m, 78m +ー よー = 83.5m の 諸点 が 層 界 線 の 朋 思 
Rie io 


次 に Fi, A, CRU 
(33), (34) Stk bo Fi tf = 24.8m = 25m 
(16) 式 或 し は な (18) 式 ょ より = 33°20’, v2 = 62 =40°, y* = 46° 40” 
(17) Eb bi: bz: bs = 0.835: 0.766; 0.686 


RRL T bi + bp + bs; = 25m 
b, = 8m 
Uc i =8.3m = 8.5m 
bs = 7:9m 


h, = 9m x tan 33° 20’ = 6m 
(32) sek ae = h, + 8.5m x tan 40° = 13m 
h; = h, + 7.5m X tan 46° 40’ = 21m 
Zit h; = 25m x tan 40° = 21m 
Hic, BE < RIC £m, = 9m, m, nz = 8.5m, nm f, = 7.5m に と つ 
Ti Me, Ny, fp を 求め 直線 m2 m2, mn’, ff, e514. MLCT Kh aw 
の 高度 は 89m 7% Swe m2 m’s, nz n’2, fp fe 上 に K 於 いて 夫 * 89m + 6m 
= 95m, 89m + 13m = 102m, 89m + 21m = 110m な る 高度 の 点 Me, 
No, Fo 2H, 前 逃 の 方 法 に よ つ て 各 点 を 連絡 し て 行く 。 
(2) 切 線 賠 法 ; 第 四 図 り に 於 いて 測 点 Ao, Ar 間 の 水平 軍 離 を Ui, 高 
低 差 を V」 と すれ ば , A。 Ad, Ao fi CHRAERH SHAK MO (30) 
及び (31) 式 に 同じ 。 
控 用 する 切 線 の 数 を m と し , それ 等 が 水平 面 上 に 投影 する 長 さ を Ao 


1) AR 36 B® es 


= た a 
his joie 
156 HO. LR HF : 
es Bie DRA Ay, Agy reereeoeys ami, am と すれ ば , bow oi re joey 2) 


ee (14) KY ick Ae ee SHSZEREL ORAS HAC HDD 
eS eae Ci Gog (eke » Cm=i, Cae So gui 


Cra ae ten. 1 


sto 8 We dmRO RTA AI2(19)R" I 


C2 = dove tan 82 
: つて 与え られ る 。 


. Cm = Am* OE 


FIBER 245 UROL b Ag を 通る 基準 線 に 至 る 迄 の 長 さ を A, fal & D 
Kx h,, Tg, eee: \ im と すれ ば 


hy = Ci 
= Ci + Co 3 
hier = Cj + Co Se + Cm 


WiC, x 番目 の 急 線 が 垂直 面 上 に 投影 する 長 さ を cx, x 番目 と x 十 1-4 
目 の 切 線 の 交点 と 測 点 A。 間 の 高低 差 を bh。 と すれ ば , hx ds: 
式 は 炊 の 様 に な る 。 


x x 
hy = DR 
x= = 


asi te Ox wets cars で: ee Re ( 35) 


作図 上 の 操作 は 前 述 の 統 図 法 の 場合 と 枯 く 同様 で ある 。 
(3) HOHE: 作図 操作 は 作図 法 AD に 於 いて 逃さ べた と 同様 な 方 法 に 
依る も ゃ の で , 弦 図 法 及 び 切 線 図 法 を 結合 し その 両 量 線 に 対す る 間 曲 線 を 面 
WCHRRE TS. 両者 の 結合 方 式 も 同様 9。 


IV. 地層 が 等 形 義 曲 を な す 場 合 (B) 

正式 図法 に 基く 場合 の 作図 法 BB: 並行 初 曲 を な す 場 合 の 近似 図法 B に 
了 就 い て 述べ た と 同様 に , WEBS SSAC ERO TEE ICES Z 
BS ESOT HEM L CHK PRE CH る 。 ; 
GC) ES RT BLOKE m, SAMOS U epi 
ば , 各 編 が 水平 面 上 に 投影 する 長 さ は 凡 て 相 等 し く U/m で 示さ れる 。 K 
に 各 弦 が 垂直 面 上 に 投影 する 長 さ を 夫々 Cio Coens wr .€m と すれ ば 


1), 3) 5) 6) Aas 36 BW 2 


2) と の Cy, Ca, meee , Cm_1 , Cm の 長 さ は Aofi x tan'8; に よっ て えら + 
DRI RKOWBIC TRL TRY TS KV 。 
Cy i Cg: creme? Cm_y: Cm = sin 5,: Qsin 55; : 2sin $m_1: sia dm 


4) HRWEOWE & RIC hm = Apt, x tan 8」 eee bales 


; 7 _ va 
3 > ‘ y pete St Bas SR BCE \ 157 
e; = — - tai d wi 
x2 UE 式 中 の tan p は (29) RY IC LOCHR 
C2 = 7 ban Pe 
pa eh wees れる 。 
em = tan Pr 


PRN AHORA GENB LOM + DEMBNCE ROM 8 Rx 


he he ee hh と すれ ば 
hb; = C¥, | 
hz = €; + €2 


Gs = @; + Cp H --+-e- ee + en 
な る 故 , hx ERDS—BRTKDO (36) 式 で 示さ れる 。 


hx = > en= > SS (36) 


故に 作図 に 際 し て は , ESET SOR m を 決め , 測 点 Ac, Ar Fil 
の 水平 距離 を m 等 分 し て 基準 線 OX 上 に 点 m,, m, ーー を 求め る Ss 
炊 に それ 等 の 各 点 より OX に 垂 線 を 引き , その 線上 に 測 点 Ay の 高度 を 
基準 と し て hy, hy, ーー , hm CLOCTCHZEN 3S H208 M,, Mee ot 
teens , S1 を 求め , 並 4 (fh OMY ICH tte ENA EER CAA Oe 連絡 し 
4360 KRUG Ar & Ay, Ay & Ayy creer Ft S, & Ag, Sp & Ke 
er と に 就 い て 作図 し て 行く 操作 も 同様 で ある 。 、 

(2) 切 線 園 法 ; 上 玉 の 弦 図 法 の 場合 と 殆 ん と 同様 で あがる , 此 の 場合 
の 各 茹 線 が 水平 面 上 に 投影 する 長 さ ay, ag, ーー (i WL RO 7k SF BEE 
U を (26) ROHMICGEOTCH AT Zo UAW ROAM LICKS S 
PEO URA ily, oer, , Cm &THE 


h; = Ci 
he = Cy + Ce 


Wat se ae Chea Bite ieee EEG 


1), 2) Age 36 FH 3 


a 


1 


im ee ee an Bae ee 
BoE ee ee ee 
ees a irks = Pee Pe eM ahs i Reade Ny i. (37) 


fa, 作図 上 の 操作 に 関し て は 前 述 の 鞍 図 法 の 場合 に 同じ o 

(3) 併合 園 法 ; 既 逃 の 結合 法 に 依り 弦 図 法 と 切 線 図法 と を 組合 せ ; そ 
の 両 曲 線 に 対す る 間 曲 線 を 画 い て 層 泉 線 と 成す 事 は 並行 7 曲 の 場合 と 同 
Io 

近似 図法 ( 切 線 弧 群 法 ) に 基く 場合 の 作図 法 B: eaTethoOBeeAa 
様 に (1) TRB, (2) 切 線 図法 , (3) 併合 図法 の 三方 法 が ある 。 

・ 此 の 等 形 宿 曲 地層 に 於 いて は , 水平 面 上 に 各 弦 が 投影 する 長き さ bi, be, 
ee 及び 各 押 線 が 投影 する 長 さ ar, ag, ……… は 一 測 点 間 の 水平 正 離 
を (19) 式 及び (14) 式 の 比率 に 分 割 し て 求め る も の で , 此 の 点 並 行 究 曲 
の 場合 に 比 し で 簡単 で ある 。 そ の 後 の 操作 は 前 逃 の 並行 補 曲 の 場合 の 夫々 
の 図法 に 於 ける と 全く 同様 な 方 法 に 依 れ ば ょ い 。 


V. 地層 が 並行 窒 曲 を な す 場 合 (C) 
_ SEB COBBLED [cab CHAD (eI C: HIRI M EARL T_ 
作図 する 場合 に は , LROHBMD Bo WSERRRO-AEC, 作図 法 B の 
(1) に 於 ける 高度 h を 任意 に と つた 場合 に 基点 より の 水平 由 離 x を 算出 
し て , Bitz BiB x を 任意 に と つた 場合 に その 地点 に 於 け る BSR 
Se a の 高度 hh を 算出 し 
a て 作図 し て 行く 方 
CDH Bo 

第 十 五 図 に 於 い 

て , WR Ag, Ad, 
A。 に 於 ける 地層 
OEE Hz Kx 
yj, 2, Xs ELAM 
Ao Ly 及び F; F, 
KBR, 各々 の 
MO PPEME ONC & 
の 同 の 中 心 を 夫々 
rr2 及び Oy, Og 
と する 。 先 づ Ay, 
A; 間 に 於 いて は , 


t- wR 報 を 159 
ee oe er eee Cy ere a en a ee 
(OLED Aa を 通る 基準 線 に 平和 ged ics O, x ROMER O1 y 
‘Ay Bo = 1 + Sin Oy 


O, By = Ti. Cos ‘a, 
叉 Oix, Oiy EM ET SH AF, の 方 程 式 は 
x+y? = #,? 
CF2ON SK, NUM SRR AK, 上 に 寿 意 の 点 Li, M,N, を と 


D Av より の 水平 旋 離 を 夫々 Xi, X2, Xs, 吉 直 距離 即ち A。 と の 高低 差 を 
hi, h,, hs; ETHe, 次 の 方 程 式 が 成立 する 。 


(r, - sin % — X:)? + (r+ cosa, + hy)? = 1,? 
(ry - Sim 0% — Xp)? + (r1 + COS a + chy)? = ry? 


Kic, 基準 線 よ り hm の 高度 に ある 訂 界 線上 の 点 と Ao 間 の 水平 HBEE 

xm と 置け は ば き . 
(ri = nT) +.cos + hn)? = 1y2--+-.--seeeee (38) 

ft. は , 測 点 As と A; 間 の 水平 距離 を U」, BE Vi と すれ ば 


(U; = V; - tan 2) * COS Qe 


TI} = > 
; sin 26, 


AB 0, oF: (oi a Oz) 


次 に Ax, Ae 間 は Fi と Ap に 競い て 考え , O02 より 水平 線 O.x 及び 
AR 0O。y を 引い て , Oy が FF」 を 有 通 る 基準 線 と 変わ る 点 を BET 
HUE 

F,B, = rm - sin a 

0, B; = rp + COS a 
O,x, Ozy Meier og Fi, の 方 程 式 は 

KY = r,? 

で 示さ れる 故 , Bc RICH Fb Loree iD wi Le, M,, No & Fi filo 
水平 皿 離 を 夫々 X」, Xe, Xs & LRAPR RE hb, hs と すれ ば 

(rsin & + X,)? + (fz + COS % — hi)? = r,? 

(r2 ts Xo)? + ( th 008 — hy)? = ¥ 


ic: F, pues hm BRR RLO emis » OnEREREY Xm と 


160 BROOBRES 


( (tz + Si no, + Xm)? + (2+ COS a = hn) 2 se Apne + set ++. (40) 
此 の 場合 r+ は , A Fi LR Ae fiO7k2FPRBEX. U。, 高低 差 を Vy と す 
れ ば 


(U» . Wirctan Os) *. COL Ks 


Ip = : 
- =" Siu2Q, 


但し 9 の = (0) 


此 の 作図 法 に 於 いて は , 上 燃 の 第 十 五 図 Ao, Ar 間 の 様 に 第 一 基点 A。 に 
IA SHB OaR fas Ay ICR SED EK BSAY-O が 基準 線 よ り 下 
HICH 0 REAIAMOTHRIL CHS Be (Caselib tS); Fi, As HO 
如く 第 二 基 点 F』」 に 於 ける 方 が 小 即 ち 中 心 0 ASHER E DEAIC あつ て 
し か る も 高 所 へ 作図 し て 行く 場合 (CaselII EDS); 第 1- 五 図 を 180° dake 
し た 場合 の A。, Ai 間 の 様 に , 中 心 O が 上 方 に あつ て 低 所 へ 作図 し TH 
Csi (Easel lt) 5 tak ( Fi, Ae HOm< Pb O ABEFACHSOT し か 
BEN IOC HER L CAT ¢ YE (CaselV) の 四 つ の 型 が ある 。 然し Case 
Ill cule Casel ©, CaselV に 於 いて は CaselORistic Kx — 
致す る も る の で, 肉 作 図 ほ 当 つ て の 地形 上 の 高度 は Casel, I] の 基点 の 
CC aS eT EY は [基点 の 高度 —hm] な る BERD S 
事 に な る 。 

, WIC, Fu-1 BO An ICR SHUR OBR BLK Xn, Ong. と し その 間 
の 水平 距離 を Un, 高低 差 を Va と すれ ば , BEB は 水 翌 距離 を 求む る 
THILO ERIC I S 0, 

Case I 及び Case III 


(ra She Xm)? ae (rr.co Sia + hm)? =rn2 Ori (42) 
Case IT 及び Crse IV . 
(rn‘sin & + Xm)? + (rn.cos xn — hm)? Det eee eseeteseneee (43) 


(Un + Vn-tan &n41)+COS Onda : 
Sin 2 Qi ge ren eae eg ae (44) 


fA Gn = Sy (tn~oins) 


iy = 


従 つて , HRUC4OTRESA Fi, Fy ce, を BE ICR), RIC 


1) 式 中 hm, xm の 方 向 に よる 正負 の 符号 は 考 き な いで すい © 
2) 既 述 の 方 法 に よる か , ROI (33) 式 及 び (34) 式 よ 0 り Aol, Fife, … ぷ の 長 さ 
を 求め あれ ば 各々 の :hm は Aof, x tan By, Fyf x tan Bo, - fe gen 


ALO TVEIC LOR Fy, Fa, cesses を 求め る 。 この 計算 に Lowe F BH 
に 求め る 必要 は な い 。 


SRS RS RE ae fie 


hn oe EMILE DYRO xm を , M Xm を 任意 に と つた 場合 に は - 


Thm % (42) 式 或 に は (43) RL DAML, 基準 線上 に 基点 より xm OFF 
MIC BEDS o KRVGEONEMOTCHIUEM ICR Slay 4 OM 
上 に 於 て 地形 上 の 高度 印 も [BOMB ba) 或いは 大 点 の 高度 一 hm] 
な る 点 を 求め れ ば , CHABRROME AERTS - 

例え ば; BoWOWA Ay & Ay FIC tS ee -=-60° eR 30°, U, 
= 50m,.V, = 20m % Bit (39) 式 或 い は (44) ne) Date - 106:5m 
点 を 計算 た にょ うり 求め る 場合 は A 
(33) 式 及 び (34) stk b Ach = 39m Seer 
ees | aRagee Ff, = 39m x tan 45° = 39m 
Sh, = 16m, h, = 20m, h, = 30m と すれ ば , 
a の 場合 は Case 了 に 相当 すろ る 故 2G 
(38) 式 或いは (42) ED (92.2 — x)? + (53.3 + 10)? = 106.5" 

X, 292.2 = 4/ O117.6° = 7 (m) 


felGelCL CC Ox, = 15m,°x, = 26m ; 

Hic, 第 一 基点 A。 より 7m, 15m, 26m 及び 39m の 距離 に ある OX 
に 垂直 な 直線 (走向 線 )〉 を 引き , 基点 A。 の 高度 は 50m な る 故 各 直 線 が 
Fx 60m, 70m, 80m の 等 高 線 及 び 89m の 推定 等 高 線 と 交わ る AEM 


結 す る 。 
RNC Re Ay ICHAT, hy a 30,° Ks = 50 Gh SS 48.5m, Vv, = Im 
な る 故 | 


(44) 式 よ り 1, = 93.5m 
BOF, eis el. PF, より 下 し た 垂 線 脚 を も と すれ ば 
(SE (34) DD OM Fyf, = 21m 

&h,=1lm と すれ ば , HOB Case ll ics 2k 

(40) stewie (43) 式 よ り X, = 15m 

MICHO-AA EH, £bD 15m 及び 25m の 距離 に ある 走向 線 を 画 き , BOA 
F, の 高度 は 89m HAHA x 100m, 110m の 等 高 線 と 変わ 
る 点 を 連絡 する 。 以下 各 測 点 間 に と れ と 周 様 な 操作 を 線 返 し て 行け ば 求 婦 
DIE FRSA 51 So 


VI. MEPS HEETBS (C) 


SEDER CHIMRORIIED に 区 く 場 人 の 作図 決 Cs wer O Go feb 
C ICR に 相当 する る も ので, 第 十 六 図 に 於 む て 測 点 Ay Ar, Ag CAD AHI 
DIBBA RA Ops Oa, sg - さ し 弧 -A。 Gi 及び G, G2 KERR, 各々 


1" 
i 


162 a5 K SS ws 


OMOPFEERZ HT と 
する 。 HD Ao Ar HICH 
wt, Pa Ao GG -Kic#e 


ED L,, M,, N,, の 
を と り A。 より の 水平 中 離 
RRR Xa, ‘Xo, Xz, incejare aie ejn ; 


SER FHRE hy, ho, Bg た ーー 


る Ag F, 間 の 場合 と 全く 
同様 な 計算 式 が 成立 する 。 
ME, を の 等 形 究 曲 の 場合 の 
EPEE T, AKORICI So 


即ち Ao, Ai 間 の 水平 距離 を U」 と すれ ば 


5 U1 + sec f; + cosec 6; 105 
1 SS = : ae 
2 co St M2 gin C= Me 
2 
U 
Tj =— ES para Matt Sida wast ieee age alae oi eee Ree (45) 
SIN% — SIN & 


RAC Gi, Ap FRICKE C IARC AM MICRG 2S Fi, Ae 聞 の 場合 の 
(40) 式 を 適用 出来 る る も ので, Ay, A。 間 の 水平 距離 を U。 と すれ ば 
Us 
sin «Xs — Sin 2 
«WIC, An-」 及び An ICAU ZABOMRAE on, one と し その 水平 
距離 を Un と す 九 区 , 4A mr EK SHARAD MICH 3 
pp ee a 
SIN On ~ SIN n+) 
作図 上 の 操作 に 関し て は , BIOWARE (C) CBG Ze 
同様 な 方 法 に 依る 。 


To = 


正誤 (ASC I-(2), 第 36, 第 4 B) $4 ae 


cre 誤 iE 

113 13 Aj?) A 

114 | Bl 許 HAREL) (k 113ED BMRE2) に な る 

115 | eK 第 12 BM - 築 13 & 

116 | & ey 13 & 第 12 

"i 32 | (OX ICHRFEL-C OX CREE FL 
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北海 道 盛 能 鏡山 産 ル ゾン 銅 鐘 り 


Luzonite from the Moriné mine, Lburi. Prov., Hokkaido 


% 本 § th (Ryoya Sugimoto) 


Abstract (1) Luzonite is found as the essential cupper mineral 
from the Morin6 mine, which is now under prospecting. 

(1) This region is geologically composed of green tuff and intrusived 
propylite, on which the Quarternary volcanic materials consisting of 
pumice, volcanic ash, reddish pumice and mud flow are developed in 
the highland. The deposits are embraced in the green tuff and belong to 
the Black Ore type. 

(3) The ores consist mainly of luzonite, enargite barite, pyrite, quartz; 
and the occurrence of luzonite is partly similar to Kinkasseki ores from 
Formosa. 

(4) Luzonite has two crystallization stages. Seeing from its oc-:urrence, 
luzonite which is produced in the vein type is not accompanied witlr 
enargite and crystallizes earlier than that of the spotted one accompanied 
with columnar enargite. 
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感 能 鉱山 は 銅鉱 山 と し て 最近 探鉱 に 着手 し た 山 で , AE ETT OS 
る 。 た また ま 今 回 当 鉱 山 か ら 本 所 斎藤 仁氏 に 上 恵 全 せら れ た を 鉄 石 が ル ジ ン 負 
鉱 ち らし く 思 われ た の, 同氏 は 筆者 に 共 の 鉱石 の 研究 を 敵 ら ちら れ た 。 

40 CHALA FOSARRETH ROSA KITO7. KORE, 
Lit OSA OD EERILY Y v GIGL CHAT EMH DICED, R 
ル ジ ン 銅鉱 と 硫 現 鎧 鉱 と の 興味 ある 共生 関係 を 知る と と が 出来 た 。 ル ダシ 
銅 久 が 銅鉱 の 主要 構成 鉱物 と し て 産 す る の は , AFP CAMB IC 
られ る 例 芯 , 高 成分 鍼 物 と し て ゃ 僅か に , 二 三 の 黒鉄 式 鉄 床 で 認め られ て 
Wo ZICH Elo, よ つて と きき に その 概要 を 報告 し て , AEP Y v SaBKte 
関す る 一 資 粋 を 提供 し ょ よう と 考え る も の で ある 。 

ihm UE 

FRBES | eee Do Bil AEAZES FE 
es eau TR OCR ETT ( TERY SRI CET So IORI IC 
KLE HEC BC MI 1 SEAL REE MPRA EIT Lc o 2 る 鉱石 運搬 
用 の トラ ツク が ある の で で , と これ を 利用 ず する と と だ が 出来 る 


BE WRAY GH 36S 5m HA 27 年 10 月 
1) AAMAS SIA CASA Mai, 昭和 27 年 3 月 


164° a RS Be 
地 形 


本 地域 は , 紙 ね 標高 100~300m te Us bes, ETS ENE OER 
され 平坦 面 を 形成 し て と る が "と の 平坦 面 を 切 つ て , MPMEORVRAD 
FEL CHrS. MAGIC AINE, eC WE IA EBL IK LCR 
十 方 に 流れ て 太平 洋 に 潤い で いる 。 | 

地 質 概要 
。 本 地域 の 基 競 地質 は , 所 調 緑 色 北 放 岩層 と 緑色 角 奏 綿 散 克 岩 選 と で ある 
が , CSO ARSC IBN LCR D> PHBBOTE LOCH 
So HME BOC AW AVEO KBGAEY ICS Kee, 並び に そ 
DBUOARMICH ML LBAZON ZRII L TH So | 

PAR COCA I Nad Gat ee 
は , OX tLer & OK Lee 
AL EELT SS 
の で ある が , Kiet 
WADA L, 塩基 
性 で , 選 理 は 不明 で 
ある 。 

本 層 は , Sues 
内 及び 森野 の 西方 央 
で , BESCHUTS SRE & 
みせ て いる が , 一 般 
ICSMMEVERAIC k BA 
WES D FSEDE Ln 


ay 2 


= 


A “= a = “ & GIN ee 

も ゃ ので, Bele | > Pie (ace “Saigo 
FIBUISERMEPEHAS, | fend Ete Mls [ole AAs ede RE oi 
ASIC AD ALT ‘4 eee «4 Ae 
Pee ae we a agg {i OEE 2 sere 3 aneIR re 

個所 が 少く ない? (4, BRE 5 OR qe epee 

te 6 RICE 7 FSG ee LH 
ese. oie 7 eee 


Sy ie 


AHIBICIGET SKU E LCEAMRILERS 5. AHI, 鉄山 周辺 
CHE CORABUCEE LELTCHZOC, 両者 の 関係 を 直接 確認 する と 
と は 出来 な い が , ボン ベツ 河上 流 で は , 緑色 涯 放 岩 中 に 岩 豚 状 に 綱 入 し て 
いる の が 観 祭 され る 。 本 岩 は 板 状 の 節理 が 発達 する 帳 緑 色 綴 密 な 骨 石 で , 


+ 
1) So7NM, ABA, ARBIER : 北海 道 季 見 学 案 内 書 Vo12, 昭 18 
CESS « AGES, 1951. 


FF tO et Ee ® A 4 cy 
Z (Sager ¥; BO. ene! ; NN 
a ae fi { WW v 
A 


atte $ ; 
~ ” 3 
~ ‘ Ul 


Ps Be sg: ay i , 4 165 


/ 


e< - ] 
| BORGER LTS. BE LCI, Sea, AA 
| ROB LREORNADSDS 42S, 両 媒 石 は 大 部 分 が 緑 泥 石 に , BERD S . 


た 一 部 分 が 緑 混 大 と 方 解 石 と に 座 化 し て いる 。 - 


第 四 系 浜 積 世 の 火 山 噴 出 物 は , KK & UR BEES SOK PERE 
と , RYANF FERDGAIO KLIS ES RFR L DSRS. 前 者 は 


FICHE, : 火山 次 , 火山 砂 , (RE OSES ZR, HEME GDS te 
Ds BBE KURA ICS ROSE ICH ARVO AF S CHERO EPG 
TRE ICCTA, 変 朽 安 山 岩 及び 容 山 岩 の 磯 を 含有 する 。: 
COMRKIREBT SIFRILIOH HC DROR-ER, HARE, SEI 
OMEDROGMRA EBACE Ao | 


ERO E 


鉱床 は , PINES HUB OHE IC BEBEIC SEHY L-C 3s ), SE EORRAC HEH BA 
BO LROAG RUE & REORDER COME TE ICSC, tne 
MIB LT SAS, cap Tock (CH4T SHOR He. 


色 沙 放 岩 は ,: TE ACOMH LOCH 22, SKO AM CR HEROGL 
Yeas BBC eo CGS DAG GE BT BE SIC He Oy RC ERGOT 
DPE LIAS Bo ES ICMMICHET 2 BoM, WEMIE 
REAT SMHCEOTCH SBRLD ZS. FRERRT 2 Ey 非常 に 微細 
な 石英 と 黄 鉄 鉄 と が 散在 し , LOM MLE EBL oh Zs. cic 
RUC, BPRUADA ABE SREB AICHE LC, SANCHO 
Sg tee SB a se ba ay / 
— = BAKE FL TED PITH ODT dy & Fe 
fa Ae $4 Ly A %: LOC, PICA Ris tw 
BRE EE CBE TIT BBCI O 
CISIRT ZALOIACHAICH 
Bele WE ODOR BAHKE 
中 の 断層 に 流 つ て 麻 脱 する る もの 
は , AT BM OM & et 
が , TEGOPEIC LIEU ( HOME 
は 一 米 に る 達し な いい 場合 , Pith 
な 網状 の 集合 体 を な す 場 合 , Be 
ih & Feta tc 10cm KOH 
RRREROTCT ALL, 時 に は 


1 変 内 安山岩 2 ee GILAD 
3 MAKOWL 4 teakooe | CSOD RICH L CHER 
5 


ot 訂 形態 を 示す 場合 る も ある 等 , 一 般 


Ca 
ae ee 


aa 


Ps 
Ry 


a 
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CRRUWTE LOTS. Mittin ORS, TONG, Ay ed 


Sk, PALS, WRENS, Hh, 右 英 で ある 。 


SORE REDE PER EAD AGLI, 昧 鉱 式 鉄 床 へ に 属す る 。 然 し な が 


ら 本 鉱床 の 一 部 は 鉱物 成分 上 , RIC MED WY v AGL PE LAK RB As 6 SL S 
EGS (ICBC POLO AR, 一 方 , SUCH T 4 
WO ORE BSR LE EATS. HSFCA OSES EIA a 
DOPE MAIC ISAAC ER LK LOCSROR UGE WHET So 
MEF SKIS PORES CBG LREET AZOKRIET, WARY vo 
Sh, BRULGHSKE ELL, と これ に 極 く 少量 の 黄銅 鉄 を 任 う 点 で , 多少 異な つ 
て いる が, 黒 鉱 鉱床 で る 青森 県 容 部 城 鉄山 9 で は 計 成 分 鉱 鉱物 と し て ル ジ デジ" 
YEH, 硫 現 鋼鉄 を 産 す る 例 る ある 。 


第 三 図 vy Siero USAR by v HB 
\' LG AGLUnIe, BET GAG & FEICARGEER 
vv QR Vata ; 
4 ーー ク の 最 る 主要 な 成分 但 物 で , 十 数 細 の 
\ ES ZR LARUE OT, MH, ry 
SE > SAG, HILAL, HANA OHO 


ox 


BAKE LU TCHET Zs HOWROM 
分 は 第 三 図 に 示す 様 に , PIRANCH 
NEAR ES, & AR FD ODES DS BE 
KENCHS, MIKEORD IE, 
HI GOMRA, HA GOM MRA 


‘Ocm 

合体 中 に , FEL BT SY v Gi 
1 BREED Beek ak OkUrS GADSACIKO SE TRL CT BRD BH FL 
ee る 。 ま た 次 黒色 の 部 分 は , 次 黒色 で 
4 ルマン 含 夫 に 富む 部 分 その 破 面 は , 銀 身 色 の 光沢 を 有する 
NA BE UILO EEA L BRIRD WY Vv 
SHEARER © Babul De pos . Res anaes 
7. BEKO n yy SRO HI CASHEL, MIWIIC BAC 
8 dh 洞 る 。 草 洞 中 で は , GOPRKORRKO 
9 PIGKOROKAORS Hi Ge Os L vf SRS ASE 
10 siete eter ee ee 


(2) APA BAAR 1944 > 
(3) BEORES SWE Vol.4 No: 2 P222 へ 225 ye 5 
(4) PoOGABR HLER Vol. 5 P.198 大 15 
PIVGRE AVE Vol. 3 No. 3 P.ATIW1I8 FB 5 
(5) 高 極 継 一 郎 ee No. 4 P.I167 へ 174 9G 5 
Pai A Vol. 85 No. 2 P.25.46 FG 


fel, OIC MAE BAW yy v 


Cee 


ee 


PBL ORLE te Ho CHALIEIORIAR OMI EBT CVS. CHIE 


>. 
eo 


石 の ル え ヅ ン 銅 鉄 の 産 状 に 類似 し で いる 。 一 方 稿 土 化 し た 部 分 に は 』 EA, 
LY y $i, GHW L, 塊 を な し て 産 す る 。 

GRE ERO MY v SASLIC ELD & IBLE CHAT SL, 極め 
CRRA & HO BAROLO RE RT BEBWME Db Te 
OCT So KORBRMO MS & OE L C RST CMTS LH 
RIOR, BLL CA Vy HUOKRE >, 黄 鉄 鉄 及 重 唱 右 か ら な つて いる 。 
ー ル ゾン 銅鉱 と 硫 夷 鋼 鉱 な , RRR LOCH SAS, 本 鉱床 の と の 部 分 
GAN Y v GAODDALET Zo. PLKEBAO 部 分 で は , 両 鉄 物 が 相 任 
い , 特に 硫 現 銅鉱 は 柱状 結 酷 と し て 表 存 する 。 基 の 品 出 関係 を 見 る と , Uk 
状 を な し て 産 す る ル ゾ ン 鋼 鉱 が 先 づ 上 唱 出 し , EF ORRERON Y v GB e 

KiRiih ORIG L SRL KEL DOESZ ONS. 此 の 品 出 関係 は 手稲 讐 


LOBEL BUS 5 LOC 3. 


TAR, 硫酸 , PEIN SLE EE LC 8 
BL SAI, HAL TRIE HT 


RRA ORB 

Oy Ee: 研 魔 面 は 平滑 で , JERDSS SAS, PAH ROMS, WHA 
の 区 別 ほ 明 で な い 。・ . 

BRO ETE: 通常 光線 で は 紫 礼 色 を 時 する が 直 反 射 装置 ピ た = ュ コル を 加 
を て 分 極光 線 を 反射 させ る と , 明か に 多 色 性 を 示し て で て, RAED SRA 
BEAT SEACH), KA MALHYONZBECHS. 

“Fes > AR PPEBMO = 2 CBA O=SrEMAL, 両者 の 振 


DAM LARC CHART SL, 四方 性 が 顕著 で , stage WRT S LF 


FEA (REEL ET SZ. MO BAGHALAT Sie k 0-45° Meet SZ 
EPRE EID, 更に AS ies So CNREAEET 5. KSA ICAT 


READE IRA Lh ERT (CVF % 0 


試薬 に 対す る 反応 5 AGLO DE BE IC 第 fs 


する と , その 周囲 は 座 酸 の 蒸気 に よ つ 
CAVE BUS HARRICHIT SK 
Ist BIROBS LAL CHF 拭 を 
QE ERS. AGE Heb B CM 
する も の は 青 化 加里 液 で ある 。 青 化 加 
里 液 に よる 腐 触 の 程度 は 方 向 に よ つ て 
KES V, 容易 に 犯さ れれ て 濃 褐色 に 


ee ; : : ane, a eee 
IZ, SE = Sip 2a 
BF OME, 犯さ れる と と が 少く て  preeeniien yy gare HAL 


| 淡 福 色 を 時 する 部 分 と が ある 。 従 つて X40 直交 = ニコ 


I= 


168 5 UR EA = ou 


多数 の 結晶 の 集合 か ら な る ル ゾ ン 人 鋼鉄 
OPT RE LIN A CBMs SL, 
A Dh EAA BNC Orc AD FB 
BEEBICT ZO, その 境界 を 明か に 
する だ け で な てく , . 第 五 図 に 示す ず 様 な 明 
120 POR MOM Zo 
GAPE BE ; ; Y v GSK & FEIC 
FEFET ZOILMRBRO REMC, TH 
PSE SIL Y v GSE RR, ED BABE IC 
POCIEL, —A RW IAAEKE Te 
RHRMEEU 叉 細 点 を 散在 する 部 分 が ある 。 PALE 


KCN (20%) C@iLien vy LAS Bb Y vy Fi DEER ICTR OC BLA 
ob Meee 正しく 発達 し , Beis AHAUICAL IG Z 
X70. 偏光 子 の み 3 5G By SBit J ac 2) 
場合 は 見 られ な い v。 
Ae 試験 


VY Y SWS LAS RICA I COR を 分 離し , その 党 液 に アン モ = ア 液 を 加 
を る と , HIHBORREA LET 4, RICHE Rica ne, BSLCRA 
ARICA CHE, と これ に 近い 所 で は 嘩 赤色 の 昇華 物 を 生ま る 。 と れ 
は 冷え る と それ ぞ れ SRV ASS. CHAOHERORHETE? る だ 
SSD 固有 の 赤褐色 は 見 られ な か つた 2。 

。 以上 の 点 は ル ゾ ン 鉛 鉄 の 性 質 に 良く 一 致す る 。 

実 約 

(1) 本 鉄山 は , 最近 探 然 に 落 手 し た 銅山 で , ルン 銅 鍼 を 主要 な 構成 鉱 
PC 

(2) 久 山 周辺 の 基 般 地質 は , PH RPMRORERKERU CHEE 
CBG RUA, EAE BOT BUR Kk LE SET Z SLSR SLR 
ある 。 : 

(3) AGKROVEMROKIh, vv Ok, BRLSMOK, BORG, 重 品 右 及 
OBC, LY vy GilGkOREIRIC Ik, AS MAGA LRT ZL OMS So 

(4) AGRO Sa SOR HIRI, 先 づ 豚 状 を な し て 産 す る ルル ゾン 件 
WAHL, £ORICHERON Y v SAS & HEE © BEALS SK & BE LF 
た 。 こ と の 関係 は 手稲 鉄山 の 場合 と 類似 し て ゅ いる 。・ 

小 文 を 草 す る に 当り , 総 始 御 指導 を 賜 つ た 渡辺 万 次郎 教授 を 始め , HR 
仁 , GRRE, WIR ARES, 及び 人 往 床 附 近 の 地質 に 関し て 有 委 な 


助言 を 戴 い た 土居 第 雄 の 講 氏 に 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 PRICEY CH. 


々 御 便 宜 を 与え られ た 感 能 鉄 山 所 長 近 藤 辰 一 郎 氏 と 鉱山 職員 の 方 * に 厚く 
PALER LO る 次 第 で ある 。 (北海 道 地 下 資 源 調査 所 ) 
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7321, BWOBE'S BRERASER 

Roce Hands 
: Mine PF FAT AAD CHRMTAL SE 
FERS Sd DoE RURN CUD 
即ち 常温 で 強い 付 光 を 示す も の 4, 息 
温 で 普通 の 僚 光 を 示す 鉱物 3 種 , 常温 Ce 

い 豆 光 を 示す る ぁ の 8 種 , BE CEStOR 
わし いる ゃ の 8 種 , 常温 で 角 光 を 全く 示さ 
な いる の 20 Ho DEO 43 種 録 物 は 何 
nS 上 記 の 方 法 に 依る 低温 で 氏 光 を 示す 
が , この 他 , 常温 で も 低温 で も 名 光 を 示 
さ な い 19 竹 が 見 出さ れ た 。 Blt Mie 
熟す る と 消え を , RRM BACT AS CIB 
240% 粉末 鉱物 に 水 を 加え る と 再び 角 
光 を 表わす 様 に た な る 。 イオ ン GMO FE 
Hai (packing index) IC/FoT+O 
SN DEDLD AGS SN A (Am. 
Min. 37, 427~437, 1962) [大 森 〕 
7325 BROAFVREBAGSE 
Verhoogen, J. 
FIRATERD Cth PATH BICH 
ける 300—500°C jo, Lit, Nat, K+ 
DUHZSL I 6.9% 10-3 x e-20,500/RT 
cm?/sec,, 3.6 x 10—* xe—24,000/RT cm2 
/sec,) (18 en ERT cm/sec G5. 
を られ , Mgt++, Cake Bean, Alt kt 
EDU BALAN 6 k OGDICPS <, 
実験 的 に 表わし 難い 。 右 英 の c GID 
電気 俺 導 は Frenkel 酸素 イオ ン 欠 落 の 移 
動 に 基く る の で あつ て , この 際 の 酸素 イ 
AY O Bom (self-diffusion) AZit 
500°C た 於 て 約 3 x 10-11 cm2/sec で あ 
る 。 外 か ら は いつ で くる 1 価 イ オン の 拡 
MS EL LCS AYO 欠落 し た 格子 
位置 を 通じ て 行わ れる 。 人 告 こ れ ら は 絶対 
RUHR OFERICROTC 得 ら れる も の と 


Pa 


比較 され て いる 。 (Am. Min, 37, 637, 
~655, 1952) Cha 
7326, ABRBRIC AS SERS 
Bond, W, L., Andrus, J. 

IRF REID TRB BET SHEDS BR 
Sh, 石 甘 結 品 た 対す る 適用 例 が 詳細 に 
述べ られ て いる 。 本 方 法 は に 老 案 され 


た 両 Wooster 民法 (Nature, 155, 


786 (1945)) 或 は Ramachandran 
(Proc. Ind.Acad. Sci, 19A, 280 
(1944)) LOSRRMCHOC, 完全 に 見 
える 石英 結晶 の 中 か ら る 不 完全 人 隆 の も の 
が 見 出さ れ た 。 方 法 は HT X 線 を 完全 
な 結 品 の 網 面 で 反射 せしめ , 容 に 試験 し 
よう と する 結 品 の 統 面 で 再び 反射 そし め 
て , フイ ルム 上 に 撮影 する 。 2 結 品 の 納 
面 が 下行 で ある と Bragg 角 が 同じ で あ 
る の で 反射 が 起 る が , PHC re BH 
は 起 ら な いこ と と に 由 る 。s (Am. Min. 37, 
622~632, 1952) (KAR 
7327, 石英 の 合成 Garrels, R. M. 


石英 を 加熱 する と GEO LACHOTC 
順次 結 品 度 が 変化 し , 遂に 燃 融 する 。 i 
CRAB SDBEIT AL と の 遡 の 変化 を 
た どる の で , CORTEX 石英 の 堅 
結 品 を 作る こと は 出来 な い 。 と に ER 
を 人 口 的 に 作る 際 の 困難 が あり , 573°C 
DEO MAD b DICER L OOD 
BD So (WEEE EHIC Hid 7c 
Mee 2 Ch, 結晶 は 双 上 品 と な る 。 FEO 
CRIRICHET DARE IL 密 ろ 特別 な 状況 
の 下 で 作ら れ た も の で あつ て , HOR 
況 下 で は 双 品 が 産 す る も の と 考え る べき 
で ある 。) この 方 法 に 恒温 潜 と 色 配 温度 潜 
の 2 か か あり, 大きな 臣 結 品 は 後者 に 依 つ て 
作ら れる 。 こ の 際 の 温度 は 350-400°C 
SA TS EE Sb 
ン で ある 。 (Gems and Gemology, 7%, 
51~153, 1952) Ges | 


“mR Ee 


7328, カナ ダム Lake Athaasbka — 


#ERNI 7 VY iR 
Brooker, E. J. Nuffield, E. W. 
Boy Fy go 6 試料 に つい て U* 量 と 
US Sanaa MMBC Ow て BES 
hn, LX MORTEM HBS aio こ 
OBMRIELIEWUE 5.470A が ら 5.395A 
の 間 を 蓮 続 的 に 変化 し , 蛋 数 の 滅 少 は UF 
年 ン が これ よめ 小さ い U* AAVICB 
{EF BICEEDCHEF S U の 2 HEIGDIE BS 
位置 に O 4 FY DUE DE LICE So 
HOR SOR FIBIE UO2.6 の 成分 . た に 
想 当 する 。 酸化 作用 は 因 ッ ラン 鉱 の BUR 
PBMC Cw Cir, More HCA 
に る 変化 が 泥 る の で , BRERIC GE 


DROARICIC So COBBICILA AS 
クト は 適用 され な い o (Am. Min. 37, 
363~385, 1952) CO) 


7329, $RZAORARIB Smiah, F.C. 
43 種 の 成分 及び 産地 の 異な 2 RR 
石 を 絢 750°C に 加熱 し た 上 時 の 熱 酸 壌 性 
(decrepitation) 248 F WIC MEA ERS 
Rito COMME, その 傾向 に 
も 変化 が あ り , MEIC ICES? TRE 
の 初 ま る 温 世 も 一 定 で は な い 。 結晶 質問 
plein PAW CROC, PADS ES 
する 時 期 は + 300-700°C で , 17 OK 
TRMAR GO ISEL 446°, 26 Siz. gk, 
ae マン ガン , Bia OR eet 
611°C CHA oc ORCL ae れる 温 
LMA OK Lit LC 用 いら 
れる o 

AHA CEO Re DROME, Tal 
ER AOMMAICES (hOOMNSEx, 
BRM OES RD PATE (LAE S 
Ds, B=ROR(IA—-CH Do (Am. Min, 
‘BT, 407491, 1952) miGxss 


7330, 8 GR De aurosti- 


“bite(AuSb,), Graham, A, R., Kai- 


man. S. 


aK Ontario iD Giant Ye- 
llowknife 叙 山 及び Chesterville 鉱山 「 
の 金 鉄 中 に 発見 され , 肖 者 で は 金 , RB 
sear, "EK, 硫 安 鉛 鉱 , REGRET OR, EA 
eo, GG, 黄 鉄鉱 , 黄 無 鉱 , PARE 
Serres, 後者 で は 金 , MSR, F 
ger, . BWSROK, BEPOK, BaSRak, DORE 


; Star, F Big NRE, 硫 Re Y TF 1 Gh, BK 


SE MICABERICIET AS JABACH, 
FEMCBWT AD, や PLEO 
た 色 を 呈し , AIBANICITIEC RAL, 

逆 伯 人 鍼 た に 仮 た 銭 色 を 示す 。 MERE 
は HNO,, FeCl;, HCl, KOH の 順に 正 
G, HgCl. と KCN で は 負 で ある 。 8 
来 写真 は AuSb。 OA THER, 
王位 格子 恒 数 は a=6.646A で , fea 
造 は 昔 鉄 鉄 型 を と る 。 比 軍 は 大 で , 9.91 
で ある 。 (Am. Min, 37, 461~469, 19 
52} Ce) 
7331, SiOs, PO, RU Hx0, ROB 


HEMOLDRABECBA viseite_ 
McConnell, D. 


末 人 鉱物 は SiO4, PO« hope 間 の 
視 換 関係 を 示す 妊 例 で ある 。 Swe 
SSW ASRIC IAL, 幅 色 格子 恒 数 は 13.65A, 
と こと の 格子 中 に (NazCaio) [(AlO2)e0 
(SiO2'e (PO2)16 (H3O2)12 JIGH,O 分 子 
DEAL, POEL S Abt 類似 し 
CVA BU DAA 1 48-1.49 5 Re 
は 1.53), 比重 は 2.22-229 CHALE 
2.2), Was 5-5.5( 方 沸 石 は 3-4 で , (HCL 
処理 と 依り ゼラ チン 化す る 。 ERED © 
方 光石 (Na Al Si。 Og H20) と 類似 する 7 
が , Na 原子 の 占め て いる 24 位置 の 下 
DEBUG CABLE Do (Am 


Min. 37, 609617, 1952). 0428) _ 
7332, Siti xebinsonite. 


Perry, L.G.,Fabey, JJ., Bailey, E.H. 
本 人 鉱物 は 、(7PbS. 3Sb2Ss) SSE 
し AEBS Pl, BRR Betas) 


7 


B= 96°22’, y=91°12’, [001] 


| 16.51, bo=17.62, cy=2:97, 7=98°4’, 
x こ 細 桂 状 , 
— (001) che aL, 時 に 塊状 を な す 
と と る ある 。 BIAS, MOK 
親 則 で , 脆弱 , REIT 25-3, 比重 は 5.27 
G, X HAASE beep Sea RT 
 4.08A (AREF 6), で , 3.97 (6), 3.41 (10), 
3.19 (6); 5.04 (6),.2.74 (5), 2.68 (5) で 
ある 。 本 作物 は Nevada i\(D Red Bird 
ASR LO TA LOR IC BaSRGK, Peasy 
Or, weezer, PoRereer Por, ok 
Sint CHT So OD 人 工 結 唱 を 研究 
Lfz S.C. Rebinscn +ickh A Cee 
Shi. ;Am. Min, 37, 438-446, 
1952) CK) 
7333, Hoegbonite OFF Fried- 
man, G. M. 

AGEN 1916 年 の , Gavelin に 依る , 
ステ エー デン Lapland 産 の 証 載 に 初 ま る 。 
と の 化学 成分 は "(Fe, Mg)s (Al, Fe)is 
TiO;, で 表わさ れ , 人 上 唱 石 の 化学 式 を 
(Mg, Fe)。 Alig O72 で 表わす と ,。 この 

2(Mg, Fe) #Ti -G, Z Al ® Fe® & 
置換 する こと に 依り hcegbomite 7485 
NAAM New Yrok, Virginia 及 

「 び Nortn Carolina JNijc#el, = 2% V4 
に ホル ン フサ ルス 中 に , Pic 上品 出し 

た 大口 石 を 置換 し て 生じ て 居る 5 特に 
North Carolina 愉 に 於 て は hoegbol- 
mite に 2 変格 が 発見 され た が , この 1 条 
は 他 の 1 種 の hoegbomite と 人 容 品 石 の 
HRA CH So ED DIC Shrico (Am. 

Mim 37, 600~608, 1952) CAFE) 
7334, 大 西洋 Ascension BEOM 
$% dalyite K,ZxSi,O,; Van 
‘Tascel,R., Hey, M. H. 


島 の 粗 面 岩 EE OLRAE 

“RHIC, Boc R. A. Daly OWE 

し た アル カ ヵ リ 花 賠 岩 の 流 出 岩 塊 が ある 。 
igi dalyite は この 7 アル カリ 花 褒 岩 


kscension 


中 に 副 成 分 然 交 と Wars FICE 約 9.2% 程 
度 含 有 さ れ て いる 。 この 鉱物 を 母 岩 よめ 
分 離し , 形態 学 的 , 光学 的 ; 化学 的 及び XK 
線 的 研究 を 行 つ て BM & MeL feo 
dalyite 対 無 色 の 三 終 卓 系 に 為す る 鉱物 
CHEE 7.5, 比重 2.84 で ある 。 畔 率 は 
a: b: c=0.958: 1: 0.899, ifr & = 
106°19’, B=112°30’, y=99°08’ GEE 
子 恒 数 は a=7.51, b=7.73, c=7 00A 
で ある 。 AZ & = 1.579, '8 = 1.590: 
ッ =1.601, Seif, 2V=72°, BARE 
は [K2ZrSi O16] で ある 。 を の 和 名称 は 
R. A. Daly CRA CEA Bie 
(Min. Mag. 24, 850~857, 1952) 
[長谷 川 3 
7335, 新 鏡 物 sinhalite MgAIBO, 
Claringbull, G. F., Hey, M. H. 
RE MEO RA GO 二 三 の 人 々 の 
WER AH OM D EAE PE LIER. 
これ が MgAIBO, east % OF GK 
NE ME Shiro これ 等 は CSRMEAO 
一 種 で あら 5 ES hc CWE OG, 
産地 は セイ ロン 島 で ある 。 し か し LOR 
LU fea, 産 状 矢 は 昭 ら か で な い 。 線 
PAB LAURER IC BL 格子 恒 
数 は a=4.328A,b=9.878A,c=5.675A 
Cho MABIt _&=1.6667 へ 1.6765, 
B=1.6966~1.7038, re 7048-~1.7121 
で , SelikfAlk 2V=(—) 56°, 又 多 色 竹 は 
X= ihe, Y"= pee = Utne 
ある 。 sinhalite 7;ARRNiLi aye 
DEE Sinhala た 因 ん だ も の で ある 。 
(Min. Mag. 24, 841~849, 1952) 
CRAB 


BBR AWS 
7736, New England MEATY 
Pil DU TERas Chayes, F. 
New England Dan YT nw UTERE 
BED 145 MOWR OAR Eee - 


Hes 


¥ 


BABOBRSSH 


い , 英 の 結果 に 就 い て 種々 の 考察 を な し . 
て いる 。 盗 料 は 主 な る 石切 場 よ り Hees 
れ た も の で ある が , HF 基 の サン プリ ン 
ダ の 吟味 , 成 分 但 物 の 竹 質 を 記述 し , Color 
index {=822), 
TSo. L.Q-M-F KA7 VF FRC 
プ ョ ロット し た 結果 で は 英 等 の 点 が 集中 す 
る 事 が 認め あら れる 。 之 等 の 事 は AANA 
の 均一 性 を 示す も の と 思わ れる 。 RICA 
BE, MERE. 鈴 護 石 の 相対 的 な 関係 を 


示す た め に Q-pl-Or メイ アグ ラム を - 


ASL (内 心 を 通る 三 本 の 直線 に 依り ) 三 
者 の 量 的 関係 を 表わす 様 に し て いる が , 
その 結果 , 点 は 岩石 の 下 均 成分 の 附近 に 
BEARDS NCS 之 等 の 事実 は | 
SEWED 存在 を 支持 し , 花 賠 岩 体 
の 聞 の 成分 の 差異 の 小さ い 事 , 及び Q- 
pl-Or メイ アグ ケ グラム の 点 が QーQ+-Ab 
FRO (LT BUS 
Bowen C BYYROMS Ic 相当 し て い 
SB RWWA LC 花 賠 岩 質 GRAD 
BDL RT bOCHALMBNCU 
Do ft DAROMMCKO TC Tit 
当 な 過程 と し て 選択 的 再 燈 融 と 結合 OME 
を 挙げ て いる が , その いずれ で ある か を 
決定 する 議 括 は 無い と 述べ て いる 。 因 に 
AO ASM ED FEL RO 
point counter (c{KA4 O CACHES 
其 の 有効 な る 訓 を 強調 し て いる vo (Jour. 
of Ceol. 69, 207 へ 257, 1952) [島津 〕 
7337, Idaho JE StRO#BA Ander- 
sonn And, 


Idaho 州 南 部 Boise sb ARAIC EE < 
発 産 す る Idaho 刻 (東西 75, 南北 
225 唱 ) は 従来 老 々 られ て いた 様 た , WEA 
的 に 一 つの 起 位 体 で を なく て , 別々 の 花 税 
岩 塊 か ら 成る 事 が 所 つた 。 此 等 は AH, 
新 期 の 二 つ か ら 成 る 。 

- 古 期 花 賠 岩 塊 は 漆 所 生成 の も % も ので, = 
つの 密接 な 関係 に ある が , 別々 た に 生成 し 


(thermal valley), 


simple 


ERSREONL ~ 


RREY T= emeNKa © 


KE DORMS FD 4 ち 初 期生 成 の を 
の は 一 般 に 底 盤 の 周縁 部 た に み ら や れ , Fripit 
REET SG ROK Cd So HUE 
大 規模 な 造山 振動 に 伴 AREER << 
働い で いる 間 の 生成 で ある 。 後期 生成 の 
も の は 同じ 造山 運動 が 比較 的 弱 く な つた 
RHID LOG, BRON HD, Ble 
Weak 
を 示さ な い 。 両 岩 塊 は 多少 生成 時 期 を 在 
に する が , 多分 同一 根源 で ある と 思わ れれ 
So 新 期 花 賠 岩 塊 は 前 者 に 比べ , 比較 的 
濃 所 に 買 入 し た も の で , 多分 WORDS 
来 た も の で あろ 50 初め (1) NBABK 

Cath) & LD CHARKN GAR 2a ikke 
DBAL, 多少 お くれ て 密接 な 関係 た あ 
4 (2) 46m ARa Gey Y= aes 
出 た 。(1) は 古 期 , 新 期 花 賠 岩 を 区 別 す 


る も の で , 前 者 を 置き , 後者 に 買 か れる 。 


(2) は Boise Idaho City 4¢ ¢th-G/NEE 
ARE L CERIRBHICB AL, HH 
び (1) に 比べ ゃ ヽ 細 粒 で ある 。 (1) 及び 
(2) (LEICA TARR TR LCL Do 


AHS (x Oregcn. Washington, 


Coast Range, Sierra Nevada SQ EERE — 


塊 と 類似 し 対比 せら ちら れる 。 即ち や ジェ sid 
末 に 近い Sierra Nevada 造山 澤 動 の 後期 
に 生成 せら れ た も の で ある 。 MHS 
類 は Laramide Structures icf 0 HRY 
せら れ , GANA SHRD Laramide 7438 
ENC LERHUOBA と 信 ぜ ら れる 
(Boulder Bathclith OB GLMMLLE 
比 せ られ る )。 Jour. Geol. vol. 60, 255 
~265, 1952) (FE) 
7338, 交代 及び 流動 化 (Rheomorp- 
hic) PRE Goodspeed, G. E. 
Oregon }\{ Cornucpia CHER Str 
FELD URENC ALC HD VERE RBI HR 
DBREnHKREDECHSZSLELTA, HOB 
tt—B) SARE ARS LD KAS, 2 BOE 
及び 大 き な 薄 片 の 窒 察 か ら 記 し で いる 。 
炊 に 著者 は 変 代 作 用 が 更に 進み 一 部 先 動 


_ 


Ba as 


化し た と 思 


。 Geo. 60, 356~363, 1592) (Su) 


A 
ples 
< 


sD. 
2 Eee 


Le 人 = Be 


ere ee ee 


(mobilized replacement dikes) に 就 
いて 記し , sic よう り 高 諾 の 段階 を 示す 
と 思わ れる 流動 ff ike (zheomcnphic 

dikes) (CB -CHOBRROA EWE 


BRELCWODo COMBIX BRIO | 


o< SEEGER ALES REECE 
造 を し て いる も の で ある 。 結び ELT 
BALC OB * DRBEORRMARIT 76 
REEVE DIET ORC IB RSS 
る の で ある と 述べ て いる 。 (Jour of 


7339, Inverness-shire Glen 
Dessarry の ミタ マタ イト 及び 長石 疾 
HERES (feldspar-porphyrob- 


- last rock) Hazry, W, T. 


men ow 
fe 


COMACL. Moine H7BAODS 
Lewisian に 対比 され る 岩石 と 角 阿 石 質 
AES (hornblendic inlier) で 占め られ 
で て いる 。 後者 は 長石 質 片 研 岩 , BABA 
右 質 岩 及 び 紅 公 ペ グマ タメ タイト より 棋 成 
され る 。 

此 の 長 夏 質 片 旗 岩 は , BREA. BS 
長 岩 質 の 岩 右 を 含み 内 座 麻 の 中 心 部 を 占 
あめ て いる 。 SAOMRLO AASV 
より 帰 納 さ れる 之 等 岩石 の 生成 は , 1) GE 


HORA CERVA) っ > 交代 作用 っ tA 
ANE Bao 2) MARR EBA ~~ 


BRA MRICED ST HRA Yb ILLERRO 
BRERA GEETPEBIE) o これ は 
VIED PICH bike 3) REAR ME 
im FeO BERA Ll 3) (x2) 
ICRU CADRES L, TEE LA, 
特に 関 長 岩 質 な 岩 大 は ミグ マタ イト 化 作 
FORE PARBROIC fe 0 thE HES He 
b DCE APRA RAB LAIN COD 
りこ と れ ら の 生成 は post Moine age (Ca- 
ledonian 時 代 } と 推 窪 され る 。(Q. J.G. 
S. 426, 137~168, 1952) [島津 〕 
7340, Kinkell #bkL438O(b= 48 


REP Mean Walker, F., 


われ 2 i 1 32 FH 
Lb. コン トラ ンド の ケラ 


そ と 結果 か ら 


Vincent, H. € Gs & Mitchell, ines 
5 ALY OR 
AD Kinkell ICAU ShHSbhkvUAa 
(tholeiite) DOKL, スコ ロコ ッ トラ ンド 穫 
方 に 発達 する MBA ROBE VIF 
ト 岩 肥 群 に 属す る も の と 考え られ る 。 そ を 
Deng BUs WW 27-4 (evry 
HEEL 0.3%005), BRA. 26.1, gor 
13.0, #7 A 25.7, chlorephaeite 4.9, 
BEIKA 2.2, BAH 0.7% で ある 。 oO 
EMO MEL, HERE, 化学 分 析 用 
び 分 光 分 析 を 行い , SHEE, AEA, 鉄 
OK (GRR, FRY RAOEA), ガラ ス 
及び BRAK RLIEDIC Lito NE 
Denn, WIAD V, Sc, Ga, Cr, Mo, 
Ni その他. っ 微量 成分 の 定量 を 行 つ た 。 
ら , この トレ イ 岩 は BOF 
レイ 岩 と 全く 共通 の 特徴 を も ち , WS 
異な も の で は な く , ERO 分 布 る 正 
常 で ある 。 PAMELA Alt 最 る eH 
iG, BED 10% 固 結 する まで , - 
ほ は で 同じ 期間 , 周 じ 速 話 を も つて EEE 
用 を つき さけ て 行 つ た と 考え られ る 。 BA 
Atke PF ス の 組成 を MgO 一 
Fe203)ー ア ルカ リ の と 三 鍵 区 に 示す と , を 
の 岩 纏 進化 の 方 向 は 鉄 一 アル カリ 線 に ほ 
SF CHO, Daly Oy ee 
WA—F EVA — OBOE O HEL RRL 
は き 一 致す る こと が 注目 され る = (Mia. 
Mag. 29, 855~ へ 508, 1952) 


7341, “トレ イ 岩 ” D BBE DWT 
Daly, R. A. 
ace = 
1840 Steininger が バラ イン 地方 Tholey 
の 育 武 岩 に 対し て 与え た も の で , ずつ と 
ic Mull Memoir (1924) の 姜 者 等 が 
と れ を チュ ー レ アン 地方 の 2 OARS 
RMD 1 っ の 名 称 と し て 控 用 し た た め , 
廣 く 用 いら れる に いた つた 。 と と に 最近 
は Kennedy, Wahl, Tilley 等 に よ ょ つ 


(FeO+ 


CAA 


(Tholeiite) な る 名 称 は 
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Chyt BIC RICHER F2 bn 
て そい る se トレ イ 央 “の 名 称 を ご の ポ う 
な 軍 要 な 意義 を も つ 岩 石 型 に 用 いる に 討 
LC, B#AIRDO 2 つの 難点 を を げ て い 
る 。 そ の 第 1 は 綴り 方 と 困難 な こと で あ 
る 。 Steniinger の 最初 に 用 いた tholeiite 
Ose, BbBic Pele tholeyite と 書く 
人 も る あり, BM tholeite と 綴る 人 も いる 
まう な わけ で そま く ぐ 統 二 さ ざさ 迷 で ぶな い % 

第 2 は 発音 の 困難 な こと で あ る 。 この 
語 は Oxford, その 他 の RHO RE lt 
な く , 1949 KEIO Webster FH 
BRRE Ric (IGE S  FRIC 思 実 た F 
DAP” と 発音 が 記さ れ で いる 。 UD 
LAAE ROR CIZ ‘th’ で ある た め 
"ツリ イ 。 bh? LRBSNSMNMD O, 
EBSA 7c FARR L CURB EL Cielo ぞ 
れ で 著者 は 1867 Lagpeyres が 提唱 し ; 
LOT ene ‘palatinite’ と いう 名 
Phe, フル た に も る モード に る 衝 棋 石 を 
GEM A £5 BRICHEEL, 

と れ を を も つて tholeiite に 代え る と と を か 
提唱 する 。 (Geol. Mag. 89, 67-70. 19 
52) (AAJ 


7342, ARECOMBORERD 火山 
活動 久野 久 


A=MOBOR AL 周辺 の 火山 活 動 を 
BST — Ae Hh, 中 期中 新 世 一 魚 新 
Th, 更新 志 一 看 世 の 8 時 代 に わけ で 

Teo 簡 期 中 新 世 の 7 


総括 


"yy サラ マゲ ナ の 成 
BOSS by 4 ROLES MGB 


回 岩 の 活動 は いち じ る し く j BADE S 
は 10,000m を こる た 。 同上 時 代 に 東北 日 
ANIC EBERLE 


こつ きき , R28 

TELE ILE OTM KIO 活動 が 圧 EB ” 
SSE FRAGYHE PB Te fe B と 火山 活動 
WEL ¢ OP DA RW FPL Loc Bete 


れ , 東北 目 林 で は トレ イ VepRIR Ayes 


PIV EOVA TES So BM, BER, ie 
FIA, BRIE C HCI be 


YREPHRUAICL も な い , 少量 の アル 
カリ 玄武 岩 や その 分 化物 が 見 られ , 叉 数 
個所 で は アル カ ヵ リ RRA WARS OE 
Hit Ao FANPAGE 魔 大 な アル カリ 
RES bv TARY RE 0 HH Ah 
Do BRIE CIILABS BAD—BDIF 


トー ゲン で は Trt VSR SSIES 
活動 し , 造山 帯 で は 婚 石 安山岩 , Sava, 
大 英 安 山岸 な どの 活動 が いち じ る し く , 
現世 に 引 つ さき 多く の 成層 火山 や つく つ 
た 。 梁 石 流 や welded tuff を と る な 35 
カル デラ も 多く 生成 され た 。 EHSOK 
山 の 分 布 図 と , BRAD AML eh 
較 す る と , bvsSRULRA? BABY 
IMB DIED RE Te (AD EERIC, 分 布 


し , FAAS BES & ¢ Te KSI 


(AD Ad, 又は 正 の 小さ な 値 の 地域 , 

BIDE ARO BR MibMIC 分 布 す る こと 
DEB SNS. 医者 は か つて 日 本 の 火山 
岩 を UCL AY HARA’ & CARRE ー 
AAW’ © 2 つた 分 け BEATERS 
MEMMAMEICLOL ON LPSte AR 
AB? REIe Sta BAIL ERCET SA 
か ら . その 産 状 は BED BK mew sey 
So (Trans. New York Acad. Sci. 14, 
225-231, 1952.) (AAJ 


SE RK SB 


7343, Holden #8WOHnm Young- 
berg E. A., Wilson T. @. 

ASHACLazk Lc Holden 4F RICA 
F SSMAO HIE ZA AL, Ok Wo de 1 I FP, 
zoning 及び 劣 床 成 天 等 の 問題 に つい て 
述べ て いる 。 

MSiUOHVR (LICR ABR, He, 
太 理 石 よ りな る Martin Ridge 4,4 
RANK a, 石 放 質 片 岩 , 天理 石 より な 
る Buckskin Fea ROGERS E 
りな る Fernow htESL, CHEE 
ぬく 概 棋 岩 , BRE AR TERE, SBE 
OM REE SS LIC LO CHR SIV CUB 


* ge pp at 


鉱床 は 特に HEROIC KEE BH, その 
“PBI T SALSA Buckskin 片岩 中 令 


液 の 通過 を 容易 な らし め た と BALNS 
BG ORSO AIG 限ら れ て 居り , Bk 
(XO OES IGRI L Fe SEBO 
る の で ある 。 LALA CSUN CUE! 
HeIdy (drag fold) の 部 分 で は 鉱床 の 発 
達 が み ら れ ず , CHS < Fw 
te PEO MAA GRD HEAR LIEL 
た る た め と 思わ れる 。 

鉱 看 鉄 物 と し て 磁 鉄 鉄 , 商 鉄 鉱 , REG 
Skok, PSTESOK, WMO, WOOK, SHE 
KG, BERG MEM (AY FZ 
YOK) 第 が 略 々 と の 順序 に 唱 出 し , これ 


KES ihe, SBIR CEO ik 


Bipe eel, HOCH b(t Fier 
DOERR * Be zoning を BL CW 
So BS 1) HORM AR. FES ( 黄 
Grok, PRESS, Mamie, DEO 
AROG PRA (PAGS, 黄銅 鉱 , 

&, BES) > LR ( 磁 硫 鉄鉱 , 黄 鉄 鉱 , 
BES, MSD 2) SOMA COR 
DRL  b RAO §h 4 OH 
へ ) 」 REGIGRSK, BEAD, 金 っ > 磁 硫 鉄鉱, 
BOG, -BI-AGR, BEG, 6B 
BoB CBI, SO HRC 
(LIC ASADK, RAGTGRGK, SO WEDS 
kv. 三方 vertical zoning (t5R72~4 9K 
LAB LCS Ate A EKOD, 上 
部 に 行け は 黄銅 鉱 及び 金 の SABA BD 


。 し , PERREKO WAY int 4 AML A 


. <= 


DNA SRRO BAS thHetlD FABY x 
ReCHArS b, 深部 に 於 て これ より 
Ty Te RA SOIC BOC EAL, GK 
床 を 生成 し た る の と 考え られ る 。 

fMRI, Gi, TES RH OWE 
L, 1938 年 より 1949 年 の 12 ヶ年 に 
$A] 154,546,00022 F, aHgY 28,558,000 
ポン ド , 474585904» ~, 銀 1,620,219 
オン ス を 産 し た 。(Econ.Geol. 47, 1-12, 
1952) (478) 


7344, Arkansas £i—¥4-4 bh 


HBS} Gordon Jr. M., Murata 
Ky ie ; 

Arkansas jE — 9-4 } (XB GRE 
BO MIC LOT 生じ た % ぁ の で , これ を 
産 状 に よっ つて , I BABA, I RR, 
TIT 沖積 層状 型 , IV ope kalo 4 He 
式 た 分類 し て いる 。 こ れれ ら ボー キサ イト 
の 試料 計 17 人 笛 及 びそ の 原 岩 た る HES 
の 試料 3 貸 中 の 微 凡 成 分 を それぞれ 分 光 
分 析 潜 に よっ つて で 検出 定量 し , 原 岩 及び ポ 
ー キ サイ ト に 於 ける 各 成 分 の 増減 を 吟味 
で いる ろ る 6o 

こと これ に よれ ば ;, 1) 原 岩 より ボー キザ サイ 
ト の 方 に 多量 集中 する HBL Cr, Ca,” 
Ga, Nb, Mo, Al, Zr, Ti, Sc, V, Be, 
Mn, Y, 等 で , 2) 逆 た 減少 す る 元素 は 
Pb, Sr, La, Ba, Ca, Mg 筐 で , 特に を 
D4 % Cr, Cu, Ga, Nb, Mo mo jnyt 
ZL<, then ao BH 100 億 , 
8 fr, 4.3 倍 , BB, 3.2 倍 で , 中 で る ぁ 
稀有 元素 た る Ga は 岩石 中 0.008% Nb 
(40.05% 含ま れ て 居り , 今後 ボー キザ 
イト は , ARMAS RA Lh Bi 
FASC, Hic Ga lk7 AVA nN = 
= ~LERARSHICH CHlHme LT [alg 
CHT Ao また Nb bE Ki ERH H 
イト の 量 か ら み て , 若 し そ の 分 離 処理 が 
成功 すれ ば , TRAE (ic PORCH 
要 な 頁 献 を な す で あ ろ .5 と 医者 は 述べ て 
8 

更に 義 者 は ionic potential DARE 
BAL, これ に よ つ で ボー キサ イド 中 の 
各 微 量 成 分 の 増減 に 理論 的 説 明 を 加え ん 
Ra 試み て で いる 。 ionic potential と は イ 。 
オン 半径 を 原子 価 で 除 し た 各 元 素 特 有 な 
価 で , Galdschmidt jc khil¢, ionic 
potential 3 以下 の 元素 例え 々 ば Cs, Pb, 
Rb, Ba, Ca, Mg, Na, K, Li, La, Sr 
は 岩石 の 属 化 た 際 し て 陽 イ オン と し て 族 
液 中 た 入り ,. また ionic potential 12 


SG 


\ é 3 みみ 
0 = ee a Reg tole ee 
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J 


以上 の 元素 例え ば ©, P, N.S 等 も 酸素 


と 結び づい で 陰 イ オン と し て 深 液 中 に 入 
5 り , HICK RE CSD “ionic 
potential 3—12 間 の 元素 , Cr, Ga, Al, 
Nb, Mo; Zr, Ti, Sc, V, Be, Mn, Y 
等 は 加水 分 解 に よっ つ て be DOM 
滅する 性 質 が あり , 風化 た 対し て は LR 
DEM L OBC REBT CHS EB 
べ て いる 。 BEL COBADYR- FH 
イト の 場合 に % よく 適合 じ , その 成分 の 
増減 を 理論 的 た 説明 出来 る と 結 言 し て い 
Bo (Econ. Geol. 47, 169-179, 1952.) 

CSA) 
7345, BAM DORLERHE £508 
PEE ORR Creen L. H. 

RHR CHAT 2B, 直 変 ニュ 
ル 下 に 於 ける 異 方 竹 鉱物 の 偏光 反射 印 は 
BNO WMBic LOCBIET Ao 即ち 今 直 
B= av PF CIS Lie BA HE GK 
を , その 位置 より 45° OF ic WET 
れ ば , 人 鉄 物 は 偏光 色 を BSS. COPE 
fe = an MT Se ble hoc wie 
変化 し ; 4OWMBA SL ftt ORICILE 
GMSAD MAD 0 この 場合 TE 
& CAEN) 2 BSTARO 解析 ニュル の 
HIRE FR Ze Gt I HEME 5 SER VL 
SB oy 終 及 び 百 色 の 各 光 線 に 対す る 見 
HO OMe, Wc kD 偏光 色 の 変化 
ROAD TRUER 2 HE SHO, GHEE, 
HEACOK, EGET OK, berthierite, Pazege 
Gh, ERY DK, =BOKROS AGRA OLY CHA 
RL, その 結果 を 表示 し て いる 。 (Econ. 
Geol. 47, 451-458, 1952.) (4 
. 7346, AAR MICINSS 定量 式 RE 
at Kentoron microhadness 
tester Robertson F., Van Meter 
W: J. 

CAE F COA RES 2s 
S COMMOBMED BET 役割 を 演 ず 
So 故に 硬度 を 和 完 量 的 に 正確 な 数 値 た て 


表わす こと と が 出来 れ ば , Meee Lb 非常 
に 有効 さあ る 。 この 目的 みた あ に BES 
た の が の Kentron ffE2tG, 2D 
FREE A AV SY HAA TBI 3 Th. 
75 300 RE ORES 2c BaD 
PREC OBAR IED, こと の BAD 
長 さ を 金属 題 徴 鏡 で 測定 し , AERUUE 
#0 Knoop 硬度 数 を 出し : COO 
玉 小 に よっ つて 硬度 を 比較 し て いる 。 この: 
方 法 に ょ れ ば , 従来 の 方 潜 例 々 ば Mohs 
又は Talmage の 硬度 に 比 し , 可 な り 正 
FETE MED Bb hh, A OREN 
鉱物 の 硬度 測定 る 可能 で ある 。 俳 し BF 
fHERMOBSlL その 結晶 学 的 方 向 に よう 
て 可 な り 異 な つた 値 を 生じ , BOR 港 在 
鉱物 , PLR OREO FEE iL BS 
CMAbSRRABORNEL OCS 値 が 
異な り 注 意 を 要する 。 千本 論 六 中 に は 48 
hE D SEPM Oe v-T Kentron FES STIC aw 
る 測定 値 が 表示 され で Bo, SARE 
の 参考 に な る 。 (Econ. Geol. 46, 541- 
550, 1951) (48) 
7347, TEMBER OLS S BRK 
OBBATR (1) pies — 

TEM DELUSA IT OHH OS BERRI OLY 
の 報告 で , "これ に よれ ば 1) SHB o 
RRL SC, CO EAWICHMT Bik 
山 活 動 の 結果 と し て , BIKES, 石英 粗 


fie, 去 武 岩 質 安 山 岩 等 が あり , SRL 


こと の 火山 活動 の 後 火 成 作 用 と し て 長後 に 
生成 され た 。 2) MRILEL LC BCSH 
に 存在 し , 支 武 岩 質 安 山岸 を cap rock 
と する 。 3) ASHES O Ot RIRIRER 
と な る 。 4) 人 鉱床 は 江 熱 水 交代 鉄 床 で 所 調 
悪 鉄 々 床 に 属し, 一 般 に 塊状 で ある が ) 
鉱石 及び 土 岩 の 種類 と ょ つっ て HURON 
IRR E72 So 5) 多く の 人 緑 床 は 南北 竹 の 地 
BRHAICIEOTC 分 布 す る が , AND < 
すれ ば , その 配列 は HE HEI yO 
で は な い 。 (鉱山 地質 1, 1-11, 1951) 

CSR 


oe 


er 


ee 線 泥 石化 作用 , 


7348, taMueh es smnek 


OBBNAR GH, Til) 堀越 義一 
FERISKDRIC ING SERIE ME, 2 ILS, 
RHYL SURO, REO ERLE 
粘土 化 作 用 , : 人 鉱石 鉄 
生成 順序 , 鉱石 の 化学 成分 , 鉱石 の 


EN 


な 証 載 が な され で て いる 。 GLH 1, 69 
~78, 2, 1~16; 1952) (44) 


€ 


Aik BR # 


7349, 石油 控 査 に 於 ける 油 徴 . ガス 徴 
の 重要 洪 Link, Walter K. 


世界 の 芋 要 な 産油 abba 38 OW KEL Te 
つた の は 潤 徴 と ガス え 微 で ある 。 MSHS 


HC REPRO ECE BL LIE BOE <I 
掘 感 し て 成功 し て いる 。 HES BORIC 
は 洗 微 たよ ょ る 探査 は 茸 昌 の こと で 最早 適 
用 出来 な いと 述べ て いる を ぁ の る も ある 。 FFE 
LESS, TABILERE LC 石油 
鉱床 た 大 き な 意 義 を 有 し , —HEO TER 
を 研究 する と と に より BE OF 
を 純 表 上 に 見 る こと が 出来 る 一 石油 及び 
ガス の 聞 表 産出 状態 か ら 研究 すべ きこ と 
が 人 千 ま だ 多く BEN CODLBS So lb 
処 で 洗 懲 は 液体 及び デス 状 の 兼 化 水素 類 
DBAL COD DBW lk BICBALEE 
在 の 好 表 上 の 一 つ OBP CHO CAS 
と と の 出来 る を の と 中 義 す る 。 BRGY 
洗 徴 は 考え な い s 或 る 一 つと 季 域 が 経済 
的 油田 と し て 成立 する に は 4 Dobe 
的 條 件 が 必要 で ある 。 1) 水 成 岩 が 十分 に 
Bucks 2) KRACK eA ET 
る こと 。 3) Alber Hat NS Mao e 
在 す る こと 。 4) Aisle trap 
の 存在 する と と 。 洗 徴 は 赤 該 地内 の 水 成 
SHC, 石油 を 生じ た 根源 層 が 存在 する 
CeERBLEOPRBOM, ie, KE 
き を 知る こと に より WAV BEE L ii 
三 油 の 当 な trap に 関す る 推定 材料 を 得 


る こと と が 出来 る 。 湯 徴 の 型 は 炊 の 5 De 


大 別 さ れる 。 


1. 同 鈴 構造 を な す ー つ Owe tbc ee 


ー 般 に 石油 の 
Fits 


FEF AZAD か か る 洗 徴 は 
BEDRMS CH OB <div. 2. 


母 岩 麻 に 伴 な つて 発見 され る る も の 。 HE : 


BOR Me wee 
LEC MED L Lilo: 8 KET 
FEDIE ANC L OHEFICH Nic bh Do RM 
Wie eEe, Matick bo eRe 
生じ た る も の s。 FMICKS<, HROA 
国 地 域 に 多い 。 4. 不 整 合 に 伴う る の 。 


RT 


DERE BS DIC 


“CURL HIE A 19 - 借 しそ の Ane 
麻 は 溢 宇 し 難い 。 5. YEKIL UKECEO 


BEA, ate FR - AZAC FH 4 bo この 
FEC Mis FAIRS hk HZ 5 
こと と る も あり 伴わ ぬこ と も ある o" (Bull 
Am. Assoc. Fetrol. Geol. 58, 1505~ 
1540, 1952) 


7350, 1951 年 に 於 ける 極東 の 石油 
BAzeHARE F. B. George 

.1951 年 購 に 極東 庄 国 より 生産 され た 
ZF HBX 100, 167, 680 ~- v we 
日産 274; 432 ベー レビ レル で ある 。 1950 年 
の 上 日産 237, 364 バーレル を 活か に 上 まま 


は つて いる 。 極東 の 石油 産 額 は 世界 の 約 , 


2ZA% Cho, 4YF RIT, TERR 
オォ の る ヶ国 が 主体 を な し , ニテ ュー ギニア 
は まだ まだ で ある 。 MAA の 産 額 よ 上 昇 
LOLA, BE Gilg A-ALZ 
VX Sy mT NG ONG, Tipe 
ツタ ピ ン は SARMIBICTE B7\ 0 2H BE 
KILMOA- FY ODN Ch 0 AH CH 
Do ARORA HE ee ~ & 増加 し 
つい お あり, 戦前 の を で れ よ りり 高い が 』 未だ 
PRR HDD Se RH We FE fo TC ha 
Wo FEO CHRO KAT IX 原油 及び 
石油 の 大 き な 較 和信 者 で ある 。 実際 に は 中 


部 \ ジ ア の 石油 生産 量 が 極め て 増加 し て 


LROMOMh DDD AIOE EL EO 


CEE 


! 


抄 44 


いる の で イン ド ネ ジア , LERVAAOA 
酒 生産 は 縮小 され て いる 。 それ 故 こ れ ら 
其 域 の 全 世 界 原 油 供給 関係 た 於 ける 軍 要 
さ が よ く 認 識 さ れれ な い 。o (Bull. Am. 
Assoc. Petro. Geol., 36, 1445~1453, 
1952) (83 
7351, カナ ダ の Alberta }}i| Turner 
Valley 油田 , ガス 田 の 地質 Gallup, 
W. B. 

Turner Valley 油田 ガス 洒 は Calgary 
THOR 25 喝 南 西方 に あり , Rocky 山脈 
DRBAICZEL, 1913 年 Sheep River 
に 始め て 開発 せら れ FAA SARIBIC IS C 
ガス え 井 毛 と し て 利用 され た 。 1924 年 に 
は 吉 生 代 了 悦 に 於 いて Royalite No. 4 に 
よめ り 1 日 理 発 油 で 500 バー レル 産出 し 
Teo 
地質 一 般 に 関し て は , HWA HWE 柱状 
BIG OVC BIN & bic SEMMICARSAL, #4 
RI ORHK & HERE OTD 関係 に つい て の 
べ , 地質 構造 を 論じ て いる 。 Ric ths 
に つい て の べべ Mississippian 時 代 の 上 
部 Rundle Mi@icj&L Beach Fc Lo 
て 3 OORE ic 451 Bh 1) Dyson 
Creek [21 HR i SEO hh OB 
岩 や 石 放 岩 より な る 。 2) Shunda (rH 
REO GRE. 3) Tunnel Moun- 
tain は 鈍 鞭 色 ~ 放 色 の 400feet に 及ぶ 
12a tc A7G CG Turner Valley =e 
は , FACS 120 feet は 鈍 黄色 の 結 品 質 の 
BAGRAKALHBSA Lotro Bow 
KAILA E CH So CHO BHO 
部 は 柱状 図 と し て SESH TW Do JIC 
Boos Sh DHE RRB IE つい て る も ふれ 
bh, の Valley ya 
Mississippian で pre-Jurassic, pre- 
Blairmore で & り 0 Laramide orogenies 


に 関係 が ある 。 JURA? F| BR Bs 


Turner 


等 に 関 じ で 簡 堅 た 記し て いる 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol. 37, 797~ 
821, 1951) 


の reefoid zones が 見 出さ れ , 


Chae 


7352, カナ ダ , Pi—kii| Atha- 
baska. River © “Tar 砂岩 ” ich 
ける 油 OFBYS Link, Theo. A. 

DFHOT X= RIND 北東 方 に 発達 
する 下 郭 白 塵 紀 の 地 層 の “McMurray 
或いは Athabaska 
の “Tar sands” と 呼 GHCWAHED 
発達 し て いる 。 CO FAR BMO Tar 砂 
岩層 は デボン 紀 と 下部 ABML OMOB 
整合 の 砂岩 及び その 不 整 合 近く の 砂岩 で 
a> 0, HRB RIS PAC HL RET 
ボン 紀 の Coral-reef'reservoirs 2» 54 
ERSOLRIh, 砂岩 を の を $ の は AF 
KEPDROICBIC 発 洋 し て いる pro- 
Cambrian の “Athabaska Sandstone” 

ら 供給 され た モ 英 砂岩 で , この Tar 

WAIT Ry OBE £0 WS PRR 
を 通 つ て 油 と ガス が か Tar 砂岩 に 蓄積 し た 


bituminous sands’’ 


tL#BxnbHS (Bull. Am. Aeeoe. 
Petrol. Geol. 35, 854~864, 1951) 
CORRS 


7353, カナ 人 タダ, アル バー タタ 州 tettlex 
油田 Lockwood, R. P. & EIlhdman 
QA 

カカ ナダ の アル メー RPNFPRABRIC HS 
Calgary の 北東 約 100 Mico, hoe 
STOP CoE LE Structural core の 
PREC LOCRAS He 油田 で ある 。 こ 
OYE 1949 年 の 5 AICHEERTRED 
含 油層 が 発見 され , LAS RYO 2 つ 
1950 年 
12 AICO OC 23 本 の 井戸 
DBAS Ds zone か ら ゃ 産油 され で て 
いる 。 最近 開発 され た 関係 上 未だ 詳細 な 
data は 少 い が BRM tL OREN 
i, PHS, ミシシッピ アン 及 
び 上 水 デ ボン 紀 に つい て 簡明 た に 記載 され 
ENS RY HO Di, De, Ds zone dD 
いて 念 油層 の 特性 を の べ て いる 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol 35, 
865~884, 151) (Bape) 


eee eee 


a 2 & 抄 45. 
対し , FESVSRE LE & RFA LC BIKE L Feo 
we Fe FED 長石 族 の 試料 と し て , KROME, 


7354, BROMBABIE 山内 俊 吉 , 
HE, PRES tes 
RERENLHCRES, BRR ER 
ATO RENE RERSE OEO 
EWA, AlNUBSBeeaee L-c, 
加熱 に ょ る BAR, 人 鉄 物 組 成 の 変化 I 
_ 掌 吐 の 変化 等 を し ら べ た 。 絹 圭 母 は 650°C 
CHIT CEES eb, RAS, 複 屈折 , 
SHG VET Sd. ERPESICIZAL SB 
化 な い 。 EkKBBt 1100°C で 分 解 し , 
生成 相 は 化学 組成 の 如何 に より 一 守 せ 
ず . y-Al,O;, ムラ イト 或 は @-Al,O; & 
を 生成 する 。 SiO。 は 結晶 化す る こと な 
く ア ルカ リ と ガ デ ガラス 相 を 形成 する 。 百 圭 
lk 1400°C “CesRhtT 40, MBs 
1500°C で 磁器 化す る 程度 で ある 。 
(2% 60, 134.138, 1952) (SAID 


7355, eB BK © REB 
お よび 所 調 “キラ "に つい て 久保 義 三 

A BMT 化学 分 株, 熱 的 試験 の 結 
果 カ オリ ン を 主体 と する も の で あつ て 。 
慌 成 試験 に お いて howe BERS 
な 影響 を 及 作 さ な い 。 通称 “キラ ,, EME 
ば れ て いる る も の は . BCE LBZ NT 
いた が , 化学 分 析 , EM, 耐火 慶 試験 
」 の 結果 ヵ オ リン 化し た る の で ある 寒 が 朗 
あら れる 。 RERARCHE その 多少 
CUBA tk Rec iC Bi Blt 
な いよ うに 思 は れる 。 (MaRS 
396, 7~12, 1952) (RAID 
7356, BHRBOBHMRICAT Bea 
WS PoCA Bee 

EIB D IKI TS AVE HE IC aC 
は , FMCKEAO 分 解 , BURR, TE 
用 面 に 対し て は 砂子 の 風化 , 耐水 竹 等 に 
BERL CHEWED Do C Cit 従来 困 
SiS 1-C FREI OYSHE © EBC 


HER AROUSRtS AREA, KOE 
NER IAAL CHES BF ROLOR ALY 
た 。 そ の 結果 純 水 た 対し て は , KadL EO 
Seems EK HERAOWMcBws 
を 減じ , 硝子 質 の 場合 に は 加里 , BIRR 
AlLEEROLO LORE, HBA 
ASE 9 AIRE KIC 対し て は 純 水 た 比 
し は る か に BH BIBAL, し か も その 濃 
度 と 共に 増大 する 。 これ 等 実験 に た よれ ば ;, 
次 出現 人 象 は 始め SP CRAIC RUFC 
な る が , これ は Silica-alumina hydrogel 
DRBERORBE Min S. KR CU 


hydro-gel OLA Wn HACER 
BICHEL RRL ERTALOL HRS 


れる 。 WEEE Alt 新 鯉 な る の 多く , 加 
黒 長 た そ た に お いて は 少く , FRRA RS 
分 解 さ れ 易 い の も こと 溶出 量 に 関 障 する 
も の で ある 。 准 長 石 族 の 試料 と し て は , - 
AM SABAKUB ALAN Ro EO 
結果 民 石 に 比 し BL OAS TPSHHE TR 
し , 同時 に 時 間 と 4e1c PSH dH RO EEL 
た 。 両者 共に 砂子 質 Lb RE OHA IS 
HE ARCCE Bo KIBEA ic 対し て は 納 
KOBE LIBRE ARORER を 示す 。 こ れ 
LMAO BAIL BIO A 
SC Mii AES A KIC k © AGE O HAT 
bE Bfete Bt 老 へ られ る 。 WH 
液 に 対す る Prr (SMR DT 
Clk, WOM ZBLEABH, 

GEL LTS OVI D Shite BESS 
あろ 5。 HAAmME LC, MEO Re 
対す る 実験 に お いて は , AKO Caael 
その 成分 た より 年 変化 を 示 す が , 硝子 の 
WinICli Ma ORX BW in<, @LAB 
HILL OROSBICEHSN So (HE 
Sie ae, 2, 25~35, 1952.)- [E5783 


46 SRR Ree AON 


7 


7357, 泥炭 の で きか 7 た B—) WSF 
健 , THER, 桑野 幸夫 

石 涯 の 化学 的 起源 に つい て , 現在 で は 
VPFay>7 VAR CAE) > 7 RX 
ROBE STAIR Db NCW 
DS, VERSACE — Bia DC is 
CS 4 BRED CS DOWIE CH So 
BC CFSE IRS HES & 水分 
関係 の 変化 等 を 念 ん だ RES BE 2 Hina 
し た メ 連 の Williams の 理論 を 研究 の 基 
BEL LC) 生成 際 件 が 大 体 分 つて いる 尾 
Tr ORICA CARE mK を 試料 と し 
て , 植物 中 航 の 組合 せ と , NEE ORES 
的 大 小 を 老 慮 し て 題 微 鏡 下 で 吟味 し , 東 
に Waksman 法 を 喉 用 し た 有機 成分 の 
示 許 分 析 法 に ょ つて 有機 組成 近似 分 析 を 
Bi, この 示 許 分 析 よ り 各 了 原材料 と 特徴 
と 各 成 分 の 変化 で 示さ れ る 分 解 作 用 の 特 
BeODA. FED, 水分 の 関係 の 推移 を 
基礎 と し て で, 微生物 の 分 解 作 用 と し て の 
腐植 生成 の 様相 を 考察 し た 。 次 に こう し 
た 分 解 作用 の IAA, で きる 険 植 の 質 
の a に 影響 性 で い る の か を 知 定 選 
Simon た よる 腐植 の 形態 分 析 法 に よ つ て 
腰 植 化 の 内 容 に つい て 記し て ある 。 (次 
GASH RR 26, 5~16, 1952) 
: Cha) 

7358, RERRAKSRASESRRHE 
BRE Ire AeA 

' 申 就 天 草 涯 田地 区 OD HYVER ASE 
その 将来 隆 把握 を 目的 と し で 計画 せら れ 
本 地域 を 7 HERCT 2 ABER E a= ale 
PD ULB RES 1 OEE & 主体 
と せる も の で , RASS RHONA 
OAC, BAMALKENT 2 CR 0 
PAVIA LE Pe CH DLs HAE OFS 
PUL aTs OO EMABKN So Ble 
HEIL LCM AIK ARBs 西 た 走 


る 主軸 を 有する 一 つの KAWIEY en 
(CHO CRELE MEL EMS ile 
DEA TLO MIE, FIERO BE 
央 と の 関係 に つい て 記し , 最後 た 開発 に 
対す る 意見 を 述べ で こる 。 GRE 
報告 149, 1952) (Bree) 


22 HB - 


7259, RBROMABSBR 小西 幸雄 
c OMAP LBCR 2 IRAE CHB 
CAEL, FESTA RR CA BNO 
CO, RUBAD 全て を 特殊 吸収 装置 本 
に 導い て , 予め 入れ て ある 茜 吐 アル AD 
と 塩化 バリ ツ 2 OWKCRAL, CO, 
free DIRE CERI DT HY 7 Fees ie 
CHAT Zo Cc O55S ROWE a (ISS 
者 の 考案 に な り , この 装置 を 使用 すれ ば , 
0.1~100 mg の CO, #fARRICH cE 
密 に 定量 出来 , その 春 用 視 園 は 春 い 。 装 
moze. Eee, BORE 吟味 等 が 本 
CRAIC BHA | CERF 
yew 1 355~369, 1951) (SAI) 
7<60, BW OnE WH EAS Bs 
水路 部 で は 昭和 25 SEC SE VERS 
用 いて , 富山 湾 の 精密 測量 を 実施 し , 5 万 
分 の 1 の 等 深 線 図 (EBS 50 3K) 2 fea 
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ENC LOCREEDO<Y LONI 
HR) BASH MMe 3, 1952) Che) 


4 than MURA 26 ERA aE 
{ 
i (昭和 27 年 4 月 ) 
—m Te ede TER ed 
生 産 Ss (wea! — ee | wee eal 
874,726 | 104%| 5,500,605 | 131%) 160, 
銀 21,006 | 108 143,320 | 116 15 | 
Sil ” a : 15,388 | 115 42,298 | 107 36 
gu ” ” ” 4,485 | 106 12,673 | 117 35 
Hi 8 ” 2 143107" 122 64,285 | 124 22 
i 4h | be ok | 7 1,123,142 | 116 22507 S4e eli 50 
鉄 ” ” ” 371,364 | 103 885,374 | 107 42 
Ab : ” ” 42,642 | 180 213.924 | 209 20 
Te EOK (BIE) ” 2 1,606 | 136 10,040 | 122 16 
2 FLED th, ” ” 18,911 |, 148 188,263 |. 144, |-_10 
B Wai u kg 815 — 84,671 386 1 
硫 B/hahsB |t 80,824 ; OL 141,342 152 57 
Bm shh) | ae] ” 683 | 304 2,449 | 174 28 
A re a 110,306 | 202 200,641 | 174 55 
nas 右 ” 2 2,126 80 | 16,706} 118 13 
LD EE 2 2 1,272,722 | 165 |.14,962,596 | 137 9 | 
= KR &@ ” ” 666 |  — 634,015 | 124 0.2 
HoH ££ 4 2 2 32,435 | 174 129,104 | 275 25 
hk # FA ” , 30,165 | 310 | 551,562) 170 5 
= 石 ” / 10.062 | 188 | 26,528 | 208 | 38 
KR & EE 砂 ” ” 5.139 | 96 504,350 | 141 1 
人 造 #2 Ww ” ; 6,013 | 108 121,276 |°1411 5 
a] Fi ” ” 3,362 | 354 70,303 | 156 5 
RE 士 ” ” 690 59 14,418 | 694 5 
8 A 2 2 1,061 44 10,159'| 84 li 
fit 火 gE +E z “ 49,123 | 135 601,275.| 157 8 
ie 2 y a 15,523 | 193 | 390,467 a 4 
ae ms €¢/fS A Big 192,580 | 127 5,322,687 | 117 4 
= & & a ie 7 8,105.8i6 | 149, |157,951,257 | - 116 5 
Ss 金 ” |? 2,440 = 559,330 | 202 0.4 
電 気 久 が kg | 7,420,250 | 120 | 90,948,870] 106 8 | 
44] br 2 |» | 17,353,092 | 101 | 89,319,779.| 104 19 
精 gy ” の 7,464,459 | 108 | 17,885,029 | 112 39 
raat ge ” lon 7,642,672 | i11 | 14,672,845'| 107 52 
lz 1”/8 @iKL)] 302.897; 116 306, J02-4 lin a 
eee ox ” M$ | 12,241,649 | 118 | 82,821,325 | 120 15 
2 ガ .« 2 ” 1,240,333 | 129 | 18,807,696 = 7 
m 化 ガ ス え ” z, 808.764 | 150 £946; 724)) | te 
a + 江 7 fo. 56,750 | 138 797,148 | 197 | 7 
Res ri ” ” 30,910 | 113 124,286 | 164 | 3 
ee 18 ” ” 17,796 | 118 307,014 | 272 6 
A. BB if ” 7 25,562| 57 429,100; — 6 
6 3 ia 7 ” 25,377 | 149 307,863 | 195 8 
Ten Taleb ” / 19,182 114 107,821 M11 6 
Bh の th 2 uw | 2,739 234 493,663 _ 6 
合 + 5 y 202,563! 111 3,020,318 | 181 7 
‘| ai ye OTe | 548,255 | 115 | 1,403,039| 109 | 39 
es we . 3 | 2,925,827 | 158 43,311,901 | 113 7 


Ces RSte aaa TER AIC LS) 


Vol. XXXVI ~ Octoker 1952 No 5. 
eee ee ne ee 
The Journdl-ef the Japanese Association 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


e 
CONTENTS 

On the igneous activities in Kuzumaru and 

Toyosawa region, Iwate Frefecture...... Norihisa Hayakawa. 
On the uJtrabasicrocks in the Miyamori _ 

district; [wate Prefecture saa. tas. eh Rio bee eta Yétaré Seki 
Geometrical consideration on the construction 

of geological maps (I )—(S8) ...... ea Yushi Funayama 
Luzonite from the Morin6o mine, Iburi Frov., 

Hokkaidowiy. > citi sites «xh puciecers tae cence Ryoya Sugimoto 
Note and News ¥ 
Abstracts 


Mineralogy and crystallography. Some factors influencing fluores 
cence in minerals. etc. 

Petrology and volcanology. The finer grained calcalkaline granites 
of New England. etc. 

Sci. of ore deposits. The geology of the Holden mine. etc. 

Sci. of petroleum deposits. Significance of oiland gas seeps in the 
world oil exploration. etc. 

Ceramic minerals. On the thermal change of sericite. etc. 
Origin of peats. etc. 

Related science. The determination of carkon dioxide, etc. 


Published bimonthly by the Association, in the Institute ot 
Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku Universiey, Sendai, Japan. 


